
環境町民アンケート調査

北海道白老町

令和8年10月



概要

■目的

今後の環境行政に関する取組の検討に活用するため、環境施策に対する評価
や意見のほか、環境配慮行動に関する町民の意識や実施状況を把握する

■調査期間

令和８年９月７日（月）～令和８年９月２５日（金）

■対象者及び回収率

①対象者 町内在住の１８歳以上の方から無作為抽出した１，５００名

②回収数 ５１７名

③回収率 ３４．５％



問１ あなたのことについて①

18～29歳

4%

30～39歳

7%

40～49歳

8%

50～59歳

16%

60～69歳

17%

70歳以上

48%

【年齢】
無回答
0%

○「７０代以上」が４８％、次いで「６０代」が１７％と多く、「２０代以下」の回答が最も少なかった。

○職業は「無職」が３７％で最も多く、次いで「会社員・公務員」が３４％であった。

○居住年数は「２０年以上」が７２％で最も多く、次いで「１０年～２０年」が１２％であった。

会社員・公務員

34%

自営業

6%

パート

アルバイト

9%

主婦

12%

無職

37%

その他

2%

【職業】
2年未満

6%
2年～5年

4%

5年～10年

6%

10年～20年

12%

20年以上

72%

【居住年数】

学生
0%



問１ あなたのことについて②

単身

24%

夫婦（子どもなし）

26%
親子（２世代）

23%

３世代

3%

その他

24%

【家族構成】

○家族構成は「３世代」の３％を除き、「それ以外の項目」は２３～２６％とほぼ等しい。

○居住形態は「戸建住宅」が８７％で最も多く、次いで「集合住宅」が１１％であった。

○居住地区は「白老地区」が４９％で最も多く、次いで「石山・萩野地区」が２２％であった。

戸建住宅

87%

集合住宅

11%

その他

2%

【居住形態】
社台

3%

白老

49%

石山・萩野

22%

北吉原

11%

竹浦

9%

虎杖浜

6%

【居住地区】



問２ 白老町の環境全般について①
（１）あなたが住み始めてから、白老町の環境はどのようになったと思いますか？

とても良くなった

3%

良くなった

28%

変わらない

35%

少し悪くなっ

た

17%

悪くなった

10%

分からない

7%

【環境の変化について】

●年齢別にみると、「とても良くなった」「よく

なった」と回答した割合は、７０歳以上で３８％

と最も高く、１８歳～２９歳で１０％と最も低い

結果となった

●１８歳～２９歳では「変わらない」と回答した割

合が７５％を占め、最も高い結果となった。

○ 「とても良くなった」「良くなった」と回答した割合は３１％、「少し悪くなった」「悪くなった」

と回答した割合は２７％となり、両者が拮抗する結果となった。一方、「変わらない」と回答した割合

は３５％にのぼり、最も多い結果となった。



問２ 白老町の環境全般について②
（２）あなたは環境問題に関心がありますか？

●年齢別にみると、「関心がある」「ある程度関心

がある」と回答した割合は、１８歳～２９歳で６５

％と最も高く、６０歳～６９歳で３４％と最も低い

結果となった。

●「あまり関心がない」「全く関心がない」と回答

した割合で最も低かったのは、３０～３９歳の３８

％であった。

○「関心がある」「ある程度関心がある」と回答した割合は９０％、「あまり関心がない」「全く関心が

ない」と回答した割合は８％となった。

関心がある

29%

ある程度関心がある

61%

あまり関心がない

8%

全く関心がない

0%
分からない

2%

【環境への関心について】



問２ 白老町の環境全般について③
（３）関心がある項目について

2%

8%

26%

18%

27%

42%

22%

41%

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

⑧その他

⑦環境教育・活動や環境情報の発信に関する分野

⑥生活環境に関する分野

⑤生物多様性に関する分野

④自然環境に関する分野

③資源や廃棄物に関する分野

②エネルギーに関する分野

①地球温暖化に関する分野

選んだ人の割合（％）

○「③資源や廃棄物に関する分野」への関心が４２％と最も多く、次いで「①地球温暖化に関する分野」

が４１％となった。一方、「⑧その他」を除き、「⑦環境教育・活動や環境情報の発信に関する分野」

が８％で最も低い結果となった。



問３ 環境に関する取組の満足度について①

○「地球環境に関する取組」のすべての項目（①～③）において、「満足」「概ね満足」の合計が「少し

不満」「不満」の合計を下回る結果となった。

○地球環境分野において、「①地球環境にやさしいまちづくり」の満足度が最も高い結果となった。

①回答者平均 ２．７６

②回答者平均 ２．６９

③回答者平均 ２．６５3.5

3.1

2.9

12.8

9.9

10.8

41.6

55.9

51.8

23.2

16.8

19.3

8.7

4.2

4.4

10.3

10.1

10.6

0 20 40 60 80 100

③気候変動への適応

②温室効果ガスの削減

①地球環境にやさしい

まちづくり

単位：％

５満足 ４概ね満足 ３普通 ２少し不満 １不満 無回答

（１）「地球環境」に関する取組の満足度について

５段階評価



問３ 環境に関する取組の満足度について②

○「④豊かな自然の保全と創出」において、「満足」「概ね満足」の合計が「少し不満」「不満」の合計

を上回ったものの、「⑤生物多様性の保全」「⑥野生生物の共生」については「満足」「概ね満足」の

合計が「少し不満」「不満」の合計を下回る結果となった。

○自然環境分野において「④豊かな自然の保全と創出」の満足度が最も高い結果となった。

④回答者平均 ２．９０

⑤回答者平均 ２．７２

⑥回答者平均 ２．５７3.5

2.9

5.4

12.8

15.5

21.5

41.6

49.7

46.4

23.2

15.5

12.4

8.7

6.4

3.9

10.3

10

10.4

0 20 40 60 80 100

⑥野生生物の共生

⑤生物多様性の保全

④豊かな自然の保全と創出

単位：％

５満足 ４概ね満足 ３普通 ２少し不満 １不満 無回答

（２）「自然環境」に関する取組の満足度について

５段階評価



問３ 環境に関する取組の満足度について③

○「⑦生活環境の保全」において、「満足」「概ね満足」の合計が、「少し不満」「不満」の合計を

大きく下回る結果となった。一方、「⑧環境美化の推進」については「満足」「概ね満足」の合計が

「少し不満」「不満」の合計を上回る結果となった。

○生活環境分野において「⑧環境美化の推進」の満足度が最も高い結果となった。

⑦回答者平均 ２．６０

⑧回答者平均 ２．７５5

3.3

19.9

13.7

40.2

41.8

17

23.4

6.6

7.7

11.2

10.1

0 20 40 60 80 100

⑧環境美化の推進

⑦生活環境の保全

単位：％

５満足 ４概ね満足 ３普通 ２少し不満 １不満 無回答

（３）「生活環境」に関する取組の満足度について

５段階評価



問３ 環境に関する取組の満足度について④

○「⑨ごみの減量とリサイクルの推進」「⑩廃棄物の適正管理」において、「満足」「概ね満足」の合計が

「少し不満」「不満」の合計を大きく上回る結果となった。

○ 「環境に関する取組」のすべての分野において「⑨ごみの減量とリサイクルの推進」の満足度が最も高い

結果となった。

⑨回答者平均 ３．１０

⑩回答者平均 ２．９８6.6

8.1

20.1

26.9

52.2

44.1

8.3

8.5

1.5

2.5

11.2

9.9

0 20 40 60 80 100

⑩廃棄物の適正管理

⑨ごみの減量と

リサイクルの推進

単位：％

５満足 ４概ね満足 ３普通 ２少し不満 １不満 無回答

（４）「循環環境」に関する取組の満足度について

５段階評価



問３ 環境に関する取組の満足度について⑤

○「環境活動に関する取組」のすべての項目（⑪～⑬）において、「満足」「概ね満足」の合計が「少し

不満」「不満」の合計を上回る結果となった。

○環境活動分野において「⑬歴史的・文化的資源の保全」の満足度が最も高い結果となった。

⑪回答者平均 ２．７６

⑫回答者平均 ２．８１

⑬回答者平均 ３．０８7.2

3.7

3.3

25

12

11.6

48.9

61.1

59.6

6.8

10.4

12

1.5

1.2

1.4

10.6

11.6

12.2

0 20 40 60 80 100

⑬歴史的・文化的

資源の保全

⑫協働で取り組む

環境保全の推進

⑪環境教育・学習の充実

単位：％

５満足 ４概ね満足 ３普通 ２少し不満 １不満 無回答

（５）「環境活動」に関する取組の満足度について

５段階評価



問３ 環境に関する取組の満足度について⑥

〇「環境に関する取組の総合的な満足度」において、「満足」「概ね満足」の合計が「少し不満」「不満」

の合計を５．２％上回る結果となった。

〇年齢別集計において「満足」「概ね満足」と答えた割合は、１８～２９歳で０％であったのに対し、７０

歳以上では３６％と最も高い割合となった。

回答者平均 ２．８０3.3 18.6 50.3 12.8 3.9 11.8

0 20 40 60 80 100

総合的な満足度

単位：％

５満足 ４概ね満足 ３普通 ２少し不満 １不満 無回答

（６）環境に関する取組の総合的な満足度について

５段階評価



問４ 環境配慮行動の実施状況について①

42.4

65

39.5

39.7

24.2

40.6

26.3

35.6

29

42.9

8.3

5.2

18.1

12.6

18.4

5.6

0.8

3.3

14.9

8.7

3.1

2.7

3.5

3.9

5.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

⑤冬は厚着をして暖房の使用を控え、

暖房用燃料の使用量を減らす

④使っていない部屋の照明や見ていない時はテレビを

こまめに消すなど、無駄な電気の使用量を減らす

③電化製品等は、省エネルギーや節水型のものを選ぶ

②庭やベランダでの緑を育成する

①まちの美化活動に積極的に参加・協力する

単位：％

４積極的に取り組んでいる ３たまに取り組んでいる ２今後取り組むつもり １取り組むつもりはない 無回答

（１）現在、取り組んでいる環境配慮行動について（その１）



①まちの美化活動に積極的に参加・協力する

■アンケート結果の傾向・分析（その１）

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合は約７割。一方、「今後取り組むつもり」と回答した割合が

１割以上あることから、美化活動や緑化への潜在的な関心が一定数あることがうかがえる。

③電化製品等は、省エネルギーや節水型のものを選ぶ

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合は７割強。「今後取り組むつもり」と回答した割合も２割程度

あることから、省エネ家電の選択意識が高まっていることがうかがえる。

④使っていない部屋の照明やテレビをこまめに消すなど、無駄な電気の使用量を減らす

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が９割以上あることから、節電に対する意識や行動が定着しつつ

あることがうかがえる。

⑤ 冬は厚着をして暖房の使用を控え、暖房用燃料の使用量を減らす

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が８割以上あることから、近年の燃料費高騰を受けて節約行動が

進んでいることがうかがえる。

②庭やベランダでの緑を育成する



60.5

18.6

28.4

55.1

38.1

25.7

42

32.1

25

29.2

8.5

24.8

18.4

4.8

12.6

2.3

9.1

14.1

4.5

11.6

2.9

5.6

7

10.6

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

⑩シャワー、洗顔、歯磨きをするときなどは、

お湯や水を流しっぱなしにしない

⑨環境に優しい商品を買う

⑧不要なマイカーの使用を控え、徒歩や

自転車による移動を選択する

⑦急発進、急ブレーキを避けたり、無駄なアイドリング

をしないなどエコドライブを実践する

⑥冷房機は適温で使用する

単位：％

４積極的に取り組んでいる ３たまに取り組んでいる ２今後取り組むつもり １取り組むつもりはない 無回答

（１）現在、取り組んでいる環境配慮行動について（その２）

問４ 環境配慮行動の実施状況について②



⑥冷房機は適温（２８度設定）で使用する

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合は７割以下にとどまっている。暑さを我慢してまで節電すること

への抵抗感等があるものとうかがえる。

⑦急発進や急ブレーキ、無駄なアイドリングをしないなどエコドライブを実践する

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が８割以上あることから、近年の燃料費高騰を受けて節約行動が

進んでいることがうかがえる。

⑧不要なマイカーの使用を控え、徒歩や自転車による移動を選択する

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が低く、「取り組むつもりがない」と回答した割合が１割強と

やや高い傾向にあることから、自動車への依存度が高く環境配慮意識や行動が浸透していないことがうかがえる。

⑨環境に優しい商品（エコマーク商品・グリーンマーク商品）を買う

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が低くいが、「今後取り組むつもり」と回答した割合が２割強と

高い傾向にあることから、環境配慮製品を選択する意識が高まっていることがうかがえる。

⑩シャワー、洗顔、歯磨きをするときなどは、お湯や水を流しぱなしにしない
「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が９割近くあることから、節電と同様、節水についても習慣化し

ていることがうかがえる。

■アンケート結果の傾向・分析（その２）



35.6

60.4

86.2

29.4

36

42.6

29.2

9.5

10.8

18.2

12.8

6.8

2.1

26.5

23.8

4.4

0.8

0.2

18

9.3

4.6

2.9

1.9

15.3

12.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

⑮食品などを購入する際には、地域でとれるものを

優先し、地産地消に努める

⑭食品を必要な分だけ購入し、食べれる分だけ

料理するなど食品ロス削減に取り組む

⑬ゴミの分別を徹底する

⑫住宅の建て替えにあわせて高断熱化や

省エネ化の住宅を選択する

⑪車を購入するときは、低公害型のものを選ぶ

単位：％

４積極的に取り組んでいる ３たまに取り組んでいる ２今後取り組むつもり １取り組むつもりはない 無回答

問４ 環境配慮行動の実施状況について③

（１）現在、取り組んでいる環境配慮行動について（その３）



⑪車を購入するときは、低公害型のものを選ぶ

⑫住宅の建て替えにあわせて高断熱化や省エネ化の住宅を選択する

⑬ゴミの分別を徹底する

⑭食材を必要な分だけ購入し、食べれる分だけ料理するなど食品ロス削減に取り組む

⑮食品などを購入する際には、地域で取れるものを優先し、地産地消に努める

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合は低くいが、「今後取り組むつもり」と回答した割合が２割強

と高い傾向にあることから、低公害車や省エネ住宅を選択する意識が高まっていることがうかがえる。

「積極的に取り組んでいる」と回答した割合が８割強であり、「たまに取り組んでいる」と回答した割合を加えると

９割強となることから、ゴミの分別に対する意識と行動が非常に高いことがうかがえる。

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が約９割と非常に高いことから、食べ物を大切にし、無駄を減ら

そうとする意識が浸透していることがうかがえる。

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が約８割と高いことから、地産地消に対する意識が高く、地域

で生産された食品を積極的に利用しようとする姿勢がうかがえる。

■アンケート結果の傾向・分析（その３）
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⑳その他

⑲環境イベントへの参加や、環境に関する報道・出版物

などを活用し、環境問題への理解を深める

⑱買い物ではマイバックを持参し、過剰包装や

レジ袋を断るなど、ゴミを減らす

⑰使えるものはリサイクルショップや

フリーマーケットで再活用する

⑯町内会等で実施している集団資源回収や民間の資源回収

拠点を利用するなど、資源ごみの回収に協力する

単位：％

４積極的に取り組んでいる ３たまに取り組んでいる ２今後取り組むつもり １取り組むつもりはない 無回答

問４ 環境配慮行動の実施状況について④

（１）現在、取り組んでいる環境配慮行動について（その４）



■アンケート結果の傾向・分析（その４）

⑯町内会等で実施している集団資源回収など、資源ごみの回収に協力する

⑰使えるものはリサイクルショップやフリーマーケットで再活用する

⑱買い物はマイバックを持参し、過剰包装やレジ袋を断るなど、ゴミを減らす

⑲環境イベントへの参加や、環境に関する報道・出版物などを活用し、環境問題への理解を深める

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が８割強であり、「今後取り組むつもり」と回答した割合も１割

程度あることから、町内会などの資源ごみ回収への参加意識が高く、地域住民が協力して資源の有効活用に取り組

んでいることがうかがえる。

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合は低くいが、「今後取り組むつもり」と回答した割合が２割強と

高い傾向にあることから、リユースのさらなる普及が期待できる。

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合が約９割と非常に高いことから、使い捨てプラスチックの削減等

環境に配慮した行動が日常生活に定着していることがうかがえる。

「積極的・たまに取り組んでいる」と回答した割合は低くいが、「今後取り組むつもり」と回答した割合が３割と高

い傾向にあることから、今後の参加意欲は高く、きっかけや機会があれば参加につながる可能性が期待できる。

⑳その他

自宅周辺の道路清掃、草刈・除雪等に取り組むといった項目があげられた。
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選んだ人の割合（％）

問４ 環境配慮行動の実施状況について⑤

■今後重視したい取組について
＜上位３項目＞

⑬ ゴミの分別徹底 ８．３％

⑭ 食品ロスの削減 ６．８％

③ 省エネ家電の選択 ６．６％

＜下位３項目＞

⑨エコマーク商品の購入 ２．５％

⑲環境問題の理解促進 ２．７％

⑫住宅の省エネ化 ３．１％
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31%

22%

20%

26%

56%
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⑥その他

⑤町民意識を高めるための環境教育・環境学習の内容の充実

④町民・事業者・行政等との情報交換や連携できる場の提供

③環境イベントなど環境活動をPRする場の提供

②環境配慮行動の取組事例やガイドライン・関連法令等の情報提供

①白老町の環境に関する情報提供

選んだ人の割合（％）

〇「①環境に関する情報提供」が５６％と最も多く、次いで「⑤環境教育・学習の内容の充実」が３１％

となった。一方、「⑥その他」を除き「環境活動をPRする場の提供」が２０％で最も低い結果となった。

問４ 環境配慮行動の実施状況について⑥

（２）環境配慮行動の実践のために求める支援について



問５ 白老町の環境について日頃感じていること



〈
自
由
記
述
〉

 

（
１
）
地
球
環
境
に
つ
い
て
 

・
元
々
の
環
境
保
全
に
留
意
し
つ
つ
気
候
変
動
に
も
対
応
す
る
よ
う
な
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て

も
ら
い
た
い
。
 

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
イ
宣
言
を
し
て
い
る
白
老
町
と
し
て

2030
年

2050
年
の
目
標
を
達
成
す
る

為
に
は
徹
底
的
な
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
導
入
が
主
な
取
組
に
な
っ
て
い
る
が
、
再
エ
ネ
（
太
陽
光
発

電
）
の
導
入
が
一
部
町
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
低
で
も
公
共
施
設

へ
の
再
エ
ネ
導
入
は
行
政
と
し
て
進
め
て
欲
し
い
。
（
町
立
病
院
）
 

・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
不
要
 

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
具
体
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
何
故
？
 

 （
２
）
自
然
環
境
に
つ
い
て

 

・
自
然
が
減
っ
て
い
る
 

太
陽
光
パ
ネ
ル
だ
ら
け
で
不
気
味
、
山
な
ど
も
削
ら
れ
リ
サ
イ
ク
ル
も
で
き
な
い
の
に
今
後
ど
う

す
る
つ
も
り
か
、
エ
コ
と
言
え
る
の
か
、
い
ら
な
い
 

 
学
校
も
な
い
、
プ
ー
ル
も
な
い
（
な
く
な
る
？
）
、
仕
事
も
な
い
、
交
通
便
悪
い
、
人
の
乗
っ
て
い

な
い
バ
ス
を
も
っ
と
町
民
に
使
い
や
す
く
活
用
で
き
な
い
の
か
 

 
災
害
に
対
す
る
意
識
低
い
、
津
波
き
て
も
逃
げ
る
場
所
な
い
。
同
じ
山
削
る
な
ら
公
園
と
か
に
整

備
し
て
、
災
害
時
の
避
難
場
所
に
な
る
よ
う
な
普
段
か
ら
活
用
し
て
認
識
し
や
す
い
よ
う
な
場
所
作

る
と
か
ウ
ポ
ポ
イ
だ
け
で
な
く
、
各
町
内
で
の
お
祭
り
と
か
踊
り
と
か
集
ま
る
こ
と
も
な
く
な
り
、

住
み
た
い
と
は
思
え
な
い
楽
し
み
な
い
一
部
の
文
化
だ
け
残
っ
て
も
そ
れ
が
白
老
の
全
て
で
は
な
い
 

 
マ
イ
カ
ー
な
い
と
生
活
で
き
な
い
 

 
ど
こ
か
の
町
の
マ
ネ
で
も
い
い
か
ら
、
四
季
楽
し
め
る
広
大
な
花
畑
と
か
海
の
見
え
る
展
望
台
と

か
自
然
を
活
か
し
て
 

・
自
然
豊
か
だ
っ
た
白
老
町
だ
が
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
多
く
な
り
悲
し
い
で
す
。
前
は
キ
ジ
や
リ
ス

な
ど
見
か
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
に
今
は
シ
カ
の
害
に
困
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
対
策
は
何
か

し
て
ま
す
か
？
 

地
域
の
ご
み
回
収
は
き
ち
ん
と
し
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
、
こ
れ
か
ら
も
分
別
し
て
出

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
多
過
ぎ
て
景
観
が
損
な
わ
れ
る
。
熊
や
シ
カ
の
駆
除
を
し
て
ほ
し
い
。
 

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
計
画
が
出
た
場
合
地
域
住
民
の
同
意
を
得
て
か
ら
進
め
、

自
然
環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
町
か
ら
も
働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。
 

・
郊
外
地
に
お
け
る
鹿
対
策
に
つ
い
て
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
庭
木
や
畑

作
物
へ
の
対
策
も
限
界
が
来
て
お
り
ま
す
。
 

・
シ
カ
の
繁
殖
で
困
る
、
駆
除
対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
 

 
1、

公
園
の
美
化
（
大
量
の
フ
ン
、
木
の
葉
、
花
の
食
害
）
 

 
2、

家
庭
菜
園
の
食
害
 

 
3、

車
と
シ
カ
の
交
通
事
故

 

 
空
家
が
増
え
続
け
景
観
を
悪
く
し
て
い
る
、
適
切
な
指
導
、
管
理
を
進
め
て
ほ
し
い
 

・
西
港
に
お
い
て
砂
利
の
海
へ
の
流
出
が
多
く
海
藻
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
 

・
住
宅
に
た
び
た
び
鹿
が
あ
ら
わ
れ
自
宅
で
花
だ
ん
を
作
っ
て
い
る
が
花
や
球
根
を
食
べ
ら
れ
ま



す
。
 

 
た
ま
に
道
路
に
も
い
る
の
で
運
転
も
恐
い
思
い
を
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
森
野
に
行
く
道
路
で
多

数
の
鹿
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
他
の
町
村
に
比
べ
て
水
道
料
が
高

い
で
す
。
な
ん
ら
か
の
工
夫
で
低
く
お
さ
え
ら
れ
る
様
に
な
ら
な
い
も
の
か
？
 

・
野
生
動
物
と
の
共
生
に
つ
い
て
 

 
白
老
町
以
外
の
猟
友
会
は
有
害
鳥
獣
駆
除
を
希
望
す
る
ベ
テ
ラ
ン
ハ
ン
タ
ー
に
直
ち
に
許
可
し
て

い
る
が
、
数
年
前
よ
り

3
年
以
上
の
居
住
等
の
縛
り
を
設
け
て
新
規
参
入
を
阻
止
す
る
よ
う
な
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
 

・
鹿
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

 

・
白
老
は
町
内
会
の
清
掃
活
動
や
海
岸
清
掃
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
キ
レ
イ
に
し
て
も
車
か
ら
や
つ
り
を
す
る
人
達
が
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
が
減
ら
な
い
と
、
い
つ
も
ゴ

ミ
が
落
ち
て
い
る
状
態
が
つ
づ
い
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
、
完
全
に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
つ
り
を
す
る
人
達
た
ち
に
声
を
か
け
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
に
協
力
し
て
も
ら
い
ポ
イ
捨

て
減
少
の
取
り
く
み
を
合
わ
せ
て
す
る
こ
と
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

 
自
然
豊
か
な
白
老
の
未
魅
力
を
ゴ
ミ
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
町

民
の
半
分
近
く
が
高
齢
者
と
い
う
こ
と
は
時
間
に
余
裕
が
あ
る
と
思
う
の
で

1
袋
集
め
た
た
ら
キ
ラ

ポ
イ
ン
ト
を
押
す
、
と
い
う
よ
う
な
取
り
く
み
も
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
（
み
な
さ
ん
ポ
イ
ン
ト
を

集
め
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
）
 

 
例
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
に
歩
い
て
行
き
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
う
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
周
り
の
ゴ
ミ
を
拾

う
な
ど
、
拾
っ
て
き
た
ゴ
ミ
を
集
め
る
等
の
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
「
白
老
っ
て
キ
レ
イ
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
、
な
ん
と
か
工
夫
し
て
実
践
で
き
た
ら
ス
テ
キ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
←
ゴ
ミ
を
拾
っ

て
い
る
大
人
を
子
ど
も
が
見
る
こ
と
も
教
育
の

1
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
 

・
鹿
駆
除
を
し
て
も
い
い
と
思
う
、
自
宅
が
線
路
の
近
く
な
の
で
夜
中
の
鹿
、
侵
入
で
の
汽
笛
を
鳴

ら
さ
れ
る
と
ち
ょ
っ
と
ウ
ル
さ
い
 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
い
た
る
所
に
あ
り
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
森
や
林
が
無

く
な
り
、
動
物
や
鳥
な
ど
が
追
い
や
ら
れ
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。
道
に
ゴ
ミ
を
投
げ
る
人
が
多
い

で
す
。
車
を
運
転
し
て
い
て
も
投
げ
て
い
る
の
を
何
回
も
見
か
け
ま
す
。
特
に
大
型
車
が
多
い
で

す
。
毎
日
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
掃
除
し
て
い
る
方
を
見
か
け
ま
す
。
 

 
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
地
球
温
暖
化
は
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
く

い
と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。
町
民

1
人
と
し
て
も
頑
張
り
ま
す
。
町
と
し
て
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
点
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
 

・
地
域
に
よ
っ
て
は
、
老
朽
化
し
た
建
物
が
重
苦
し
い
雰
囲
気
を
感
じ
る
（
昭
和
の
遺
産
の
様
な
町

営
住
宅
な
ど
高
砂
町
あ
た
り
…
）
歯
科
だ
け
で
な
く
、
医
療
が
充
実
し
て
く
れ
る
と
老
後
の
不
安
が

軽
減
す
る
。
 

 
各
種
警
報
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
発
信
し
て
く
れ
る
の
は
助
か
る
が
、
耳
が
不
自
由
な
人
に
は
伝
わ
っ

て
い
な
い
の
が
問
題
。
 

（
近
所
の
人
が
配
慮
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
昔
と
違
い
近
所
付
き
合
い
が
薄
く
な
っ
て
い
る
）
 

 
体
力
低
下
予
防
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
が
多
い
の
で
、
歩
道
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。
 

 
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
は
良
い
が
、
住
宅
が
近
い
場
所
へ
の
設
置
は
人
体
へ
の
影
響
・
景
観
を
損

な
わ
な
い
か
等
、
配
慮
し
て
ほ
し
い
。
ウ
ポ
ポ
イ
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
白
老
町
で
の
イ
ベ
ン
ト

PR
を
活

発
に
行
っ
て
ほ
し
い
。
ラ
イ
ン
で
白
老
町
と
友
達
登
録
を
し
て
い
る
と
情
報
が
入
り
や
す
い
が
町
外



の
人
に
も

PR
し
白
老
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
！
先
日
の
陣
屋
の
日
イ
ベ
ン
ト
や
ポ
ロ
ト
ミ
ン
タ

ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い
た
ら
、
都
合
を
つ
け
て
行
き
た
か
っ
た
と
職
場
の

人
達
が
話
し
て
い
た
。
職
場
は
登
別
だ
が
、
苫
小
牧
～
室
蘭
に
住
ん
で
い
る
同
僚
が
話
し
て
い
た
。
 

・
海
や
河
川
、
豊
か
な
緑
、
美
し
自
然
も
、
お
い
し
い
食
材
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
外
か
ら
感
じ
る
こ

と
と
、
住
ん
で
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
切
に
し
た
い
。
 

 
残
念
と
感
じ
る
の
は
、
町
民
の
中
に
は
環
境
美
化
へ
の
関
心
が
低
い
人
が
い
て
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
分
別
し
て
い
な
い
ゴ
ミ
が
置
か
れ
て
い
つ
ま
で
も
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
見
る
た
び
に
悲

し
く
な
る
。
ま
た
、
空
家
も
多
く
観
光
に
訪
れ
た
人
に
は
美
し
い
自
然
と
は
対
照
的
に
と
て
も
寂
れ

た
印
象
を
与
え
る
。
人
口
減
少
も
あ
り
難
し
い
問
題
だ
が
、
景
観
条
例
に
よ
る
一
定
の
規
制
も
必

要
。
 

・
白
老
町
は
豊
か
な
自
然
の
恵
み
、
海
、
山
川
、
湖
、
そ
し
て
温
泉
も
有
り
、
生
活
環
境
が
高
い
と

思
い
ま
す
。
野
生
動
物
（
ヒ
グ
マ
、
鹿
等
）
の
被
害
、
衝
突
事
故
が
日
常
的
な
問
題
と
し
て
あ
り
ま

す
が
住
民
の
安
全
第
一
に
考
え
て
下
さ
い
。
 

 
自
然
環
境
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
発
電
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
も
再
エ

ネ
発
電
設
備
設
置
も
禁
止
区
域
や
抑
制
区
域
を
指
定
し
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
等
、
許
可
制
に
し
た
の
が
大
変
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
 

・
1
.外

来
種
（
セ
イ
ガ
タ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
・
黄
色
野
ギ
ク
の
様
な
の
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ア
メ
リ
カ
ザ

リ
ガ
ニ
・
ソ
ー
魚
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
）
の
除
去
を
運
動
化
す
る
。
 

 
2
.住

宅
地
の
太
陽
光
発
電
は
や
め
さ
せ
る
。
特
に
除
草
剤
使
用
や
草
刈
り
を
キ
チ
ッ
ト
や
ら
ん
業

者
徹
底
指
導
と
太
陽
光
施
設
の
撤
去
を
さ
せ
る
。
 

 
3
.飛

生
地
区
の
砂
利
・
砂
の
業
者
へ
の
環
境
配
慮
の
指
導
徹
底
も
お
取
ら
せ
な
い
方
が
い
い
の
で

は
。
 

・
1
0
年
前
に
比
べ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
が
増
え
鹿
の
生
息
場
所
が
変
化
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
森
を
追

わ
れ
、
民
家
に
来
て
い
る
鹿
が
増
え
た
の
も
ソ
ー
ラ
ー
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

・
町
内
の
林
が
い
つ
の
ま
に
切
ら
れ
て
い
て
こ
れ
で
い
い
か
と
不
安
に
な
る
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も

大
小
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
町
で
は
把
握
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
 

・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
が
乱
立
し
過
ぎ
て
い
る
。
住
宅
地
で
の
設
置
は
規
制
し
て
ほ
し
い
。
美

観
を
損
ね
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
電
波
も
妨
害
し
て
い
る
。
 

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
に
対
し
て
白
老
町
が
推
進
し
て
い
る
と
は
何
事
で
す
か
！
？
白
老
の
自
然

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？
白
老
に
渡
り
鳥
だ
け
が
来
な
く
な
っ
て
い
る
現
象
お
わ
か
り
で
す
か
？
住

民
が
反
対
運
動
し
な
け
れ
ば
石
山
地
区
は
森
林
が
伐
採
さ
れ
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
白
老
の
自
然
を
守
る
意
識
を
持
ち
取
り
組
み
を
お
ね
が
い
し
ま
す
！
！

 

・
鹿
を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
で
す
、
皆
さ
ん
の
希
望
で
す
。
 

・
鹿
が
多
い
と
感
じ
る
、
庭
の
作
物
が
食
べ
ら
れ
た
。
 

・
年
々
鹿
と
出
会
わ
す
こ
と
が
増
え
て
い
て
不
安
に
感
じ
る
。
雨
の
多
い
日
は
ボ
コ
ボ
コ
の
逆
流
し

て
い
る
よ
う
な
音
が
し
ま
す
。
う
ま
く
排
水
で
き
て
い
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
空
き
地
に
何
で

も
捨
て
て
い
か
れ
る
人
が
い
ま
す
。
不
法
投
棄
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
火
事

な
ど
も
心
配
で
す
。
野
生
動
物
、
特
に
熊
を
誘
い
寄
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス
が
多
く
恐
ろ
し
い
で
す
。
又
、
フ
ン
で
歩
道
が
汚
れ
て
い
て
残
念
で
す
。
 

・
問

3
は
難
し
く
て
答
え
に
困
り
ま
し
た
。
鹿
の
被
害
、
対
策
を
望
み
ま
す
。
 

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

60％
電
気
を
ま
か
な
う
と
い
う
政
府
の
考
え
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
る



環
境
破
壊
や
再
エ
ネ
賦
課
金
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
今
後
み
な
お
す
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

・
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
に
つ
い
て
は
規
制
し
て
い
か
な
い
と
自
然
景
観
が
損
な
わ
れ
る
。
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
だ
ら
け
の
町
と
言
わ
れ
た
く
な
い
。
 

・
鹿
が
増
え
す
ぎ
て
い
て
庭
の
中
に
入
っ
て
来
て
大
変
に
困
っ
て
ま
す
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
 

・
も
う
パ
ネ
ル
は
い
り
ま
せ
ん
。
海
と
山
を
い
か
に
キ
レ
イ
に
し
、
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
人
も

動
物
も
過
ご
し
や
す
い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
森
林
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
海
岸
の
ゴ

ミ
も
漁
業
者
と
町
民
が
一
緒
に
な
っ
て
行
動
し
て
い
け
る
よ
う
な
政
策
を
行
っ
て
ほ
し
い

 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
最
初
の
こ
ろ
は
届
出
だ
け
で
施
行
で
き
た
為
に
簡
単
に
設
置
可
能
で
あ
り
苫
小

牧
・
白
老
地
区
に
過
剰
状
態
と
な
り
、
そ
れ
が
萩
野
・
竹
浦
地
区
で
の
問
題
と
な
り
住
民
と
業
者
間

で
の
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
た
。
町
に
対
し
て
現
地
調
査
と
な
り
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
最
近
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
は
以
前
よ
り
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
全
国
で
山
林
等
を
切
り
崩
し
て
パ

ネ
ル
を
設
置
し
大
雨
が
続
く
と
大
災
害
が
発
生
す
る
要
因
が
あ
り
ま
す
。
白
老
町
も
設
置
を
最
小
限

度
に
し
て
環
境
を
守
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
日
本
製
紙
北
側
の
道
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
多
い
。

建
設
関
係
の
人
達
が
ご
み
拾
い
を
し
て
も
す
ぐ
捨
て
る
人
が
あ
と
を
た
た
な
い
の
で
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

を
何
台
か
設
置
し
て
白
老
町
の
環
境
を
守
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。
 

・
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
。
有
害
鳥
獣
で
あ
る
熊
鹿
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
生
息
数
は
我
々
の
生
活

生
命
ま
で
も
脅
か
し
て
い
る
現
況
に
あ
り
ま
す
。
鹿
に
つ
い
て
は
食
害
に
よ
る
農
業
被
害
は
無
論
、

自
然
破
壊
に
よ
る
自
然
災
害
ま
で
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
そ
の
為
の
財
政
出
動
も
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
こ
の
状
況
は
看
過
の
限
界
を
越
え
て
い
ま
す
。
早
急
且
つ
積
極
的
な
駆
除
の
推
進
を
道
へ
の
要

望
と
し
て
要
請
し
た
い
。
 

・
引
っ
越
し
を
し
て
き
て
一
番
に
感
じ
た
の
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
至
る
所
に
あ
り
、
周
り
の
景
色

や
環
境
と
合
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
パ
ネ
ル
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
時
の
処
理

は
コ
ス
ト
が
多
く
か
か
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
別
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
増
加
が
凄
く
嫌
で
す
。
家
の
周
り
に
も
出
来
、
草
・
木
し
か
見
え
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
人
工
物
が
あ
る
の
が
と
て
も
不
快
で
す
。
そ
こ
に
来
て
い
た
鳥
や
動
物
も
減
り
ま
し
た
。
白

老
町
で
今
後
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
増
え
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。
 

・
と
に
か
く
鹿
が
増
え
て
い
る
、
ど
こ
に
で
も
い
る
。
 

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
は
良
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
買
い
取
り
義
務

化
に
よ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
乱
立
に
よ
り
、
か
え
っ
て
環
境
破
壊
に
…
今
の
う
ち
に
何
ら
か
の
規

制
が
必
要
な
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
（
白
老
町
と
は
直
結
し
て
い
ま
せ
ん
が
）
 

・
私
は

5
年
ほ
ど
前
に
と
な
り
の
町
か
ら
白
老
に
来
ま
し
た
。
私
は
今
、
、
白
老
の
自
然
環
境
に
感
動

し
な
が
ら
す
ご
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
ん
な
に
ス
バ
ラ
シ
イ
自
然
を
あ
ま
り
大
事
に
し
て
い
な
い

な
と
思
い
ま
す
。
生
活
環
境
も
け
っ
し
て
悪
く
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
自
然
環
境
を
も
っ
と
利
用
し

て
自
然
と
調
和
し
た
私
の
よ
う
な
地
方
か
ら
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
町
が
出
来
る
事
を
思
い
ま

す
。
 

・
夜
間
の
動
物
の
ニ
オ
イ
が
若
干
気
に
な
る
 

 （
３
）
生
活
環
境
に
つ
い
て

 

・
今
後
少
子
高
齢
化
が
進
み
空
き
家
、
空
き
地
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
相
続
人
の
管
理
が
良

い
と
は
い
え
な
い
の
が
実
情
で
す
。
草
刈
り
、
家
の
放
置
に
よ
る
倒
壊
等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
あ
る



程
度
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
等
行
政
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

 
ま
た
、
空
き
家
の
有
効
活
用
で
民
泊
業
が
入
っ
て
来
て
い
る
が
届
出
で
等
は
ど
う
あ
っ
て
い
る
が

良
く
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
事
業
者
に
当
該
町
内
会
に
挨
拶
く
ら
い
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た

い
、
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
一
番
の
問
題
は
ゴ
ミ
出
し
の
件
に
な
り
ま
す
。
曜
日
に
関
係
な
く
ゴ
ミ
分

別
も
今
一
な
感
じ
出
さ
れ
る
事
が
あ
る
、
そ
の
辺
り
の
ル
ー
ル
も
含
め
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
ほ
し

い
で
す
。
 

 
も
う
一
点
行
政
で
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
空
き
家
明
ら
か
に
住
ん
で
い

な
い
の
に
家
の
前
に
ゴ
ミ
や
、
車
検
の
な
い
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
家
も
あ
り
、
今
後
指
導
さ
れ
る

よ
う
望
み
ま
す
。
以
上
 

・
空
き
地
・
空
き
家
周
辺
の
環
境
 

 
空
き
地
の
軒
天
が
破
れ
頻
繁
に
鳩
や
カ
ラ
ス
が
出
入
り
を
繰
り
返
し
、
そ
の
影
響
で
近
隣
の
住
宅

の
屋
根
に
も
群
が
り
、
糞
尿
等
で
被
害
を
被
っ
て
い
る
。
 
 

 
ま
た
、
空
家
、
空
地
周
辺
の
草
が
伸
び
放
題
で
、
通
行
の
妨
げ
や
近
隣
の
住
宅
へ
の
環
境
悪
化

（
害
虫
の
飛
散
等
）
や
防
犯
（
空
家
）
に
も
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
 

 
街
路
樹
の
木
の
下
葉
が
生
い
茂
り
、
交
差
点
近
く
で
は
視
界
が
遮
ら
れ
る
な
ど
支
障
と
な
っ
て
い

る
。
 

 
個
人
の
所
有
す
る
家
の
木
の
枝
が
道
路
上
に
は
み
出
し
特
に
交
差
す
る
個
所
で
視
界
（
車
）
の
支

障
と
な
る
所
が
あ
る
。
 

・
毎
朝
通
勤
で
通
る
道
（
車
）
の
脇
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
ポ
イ
捨
て
し
て
い
る
の
を
見
る
の
が
つ

ら
い
で
す
。
 

 
毎
朝
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
捨
て
て
い
く
人
の
気
が
知
れ
ま
せ
ん
！
 

 
道
端
の
街
路
樹
の
手
入
れ
は
税
金
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
か
、
雑
然
と
し
て
い
る
の
が
悲
し
い
。
 

 
高
齢
化
し
て
い
く
街
で
す
が
、
町
内
会
毎
で
定
期
的
に
ゴ
ミ
拾
い
す
る
と
か
、
道
路
脇
の
草
を
と

っ
た
り
、
時
間
が
作
れ
る
人
で
親
睦
深
め
な
が
ら
気
軽
に
参
加
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
町
並
の
整
然
と
し
た
姿
が
、
町
へ
の
愛
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
白
老
に
は
素
敵
な
景

色
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
発
信
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
来
て
み
て
ゴ
ミ
だ
ら
け
な
ら
、
ガ
ッ
カ

リ
で
す
け
ど
・
・
・
 

・
国
道
な
ど
の
ゴ
ミ
が
ヒ
ド
イ
の
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
い
が
個
人
で
は
範
囲
も
量
も
限
界
が
あ
る
の

で
月
一
も
し
く
は
臨
月
な
ど
で
町
主
体
で
開
催
し
て
く
れ
た
ら
参
加
し
た
い
 

 
空
き
家
と
雑
草
問
題
は
今
後
更
に
深
刻
に
な
る
と
思
う
の
で
有
効
な
対
策
を
考
え
て
欲
し
い
 

・
舗
道
の
草
刈
り
、
野
生
動
物
（
鹿
の
住
宅
地
へ
の
侵
入
）
小
動
物
の
ら
ね
こ
の
エ
サ
給
え
が
注
意

し
て
も
や
め
な
い
人
が
居
る
、
庭
先
に
鹿
キ
ツ
ネ
野
良
猫
い
て
良
い
環
境
と
は
云
え
な
い
。
 

・
空
地
や
空
家
対
策
を
充
実
し
て
ほ
し
い
 

 
所
有
者
が
土
地
の
管
理
を
せ
ず
草
木
が
延
び
放
題
に
な
っ
て
虫
や
落
葉
が
迷
惑
に
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
特
に
戸
建
に
居
住
し
て
い
る
方
が
庭
木
や
下
草
を
刈
っ
て
い
な
い
の
で
、
外
灯
等
の
灯
り

が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
困
り
ま
す
、
防
犯
上
不
安
を
覚
え
ま
す
。
 

 
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
空
地
に
あ
ち
こ
ち
目
立
っ
て
い
ま
す
。
景
観
的
に
残
念
で
す
。
町
は
許
可
し

て
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
所
有
者
が
近
り
ん
の
住
民
に
関
係
な
く
建
て
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
所
有
者
が
税
金
対
策
の
た
め
業
者
に
物
件
を
ゆ
ず
る
時
、
町
は
審
査
し
な
い
の
で
し

よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

・
公
園
や
歩
道
の
雑
草
が
処
理
さ
れ
ず
、
の
び
た
ま
ま
な
の
で
適
切
に
管
理
し
て
ほ
し
い

 

 
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
環
境
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
じ
め
て
知
っ
た
。
具
体
的
な
取
組
内
容



や
、
到
達
目
標
が
ど
こ
な
の
か
不
明
確
な
の
で
、
正
直
よ
く
分
か
ら
な
い
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
し

た
。
 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
ほ
し
い
で
す
。
（

Google
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）
ご
み
の
減

量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

・
最
近
転
居
し
て
き
た
ば
か
り
だ
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
小
さ
い
町
な
の
に
ポ
イ
捨
て
が
こ
ん
な
に
多

い
の
か
理
解
で
き
な
い
。
 

 
地
球
環
境
や
気
候
変
動
問
題
以
前
に
ポ
イ
捨
て
し
な
い
よ
う
な
教
育
や
体
制
強
化
を
す
る
べ
き
だ

と
感
じ
る
。
 

・
囲
い
の
空
屋
問
題
、
居
住
地
以
外
の
草
刈
り
 

・
大
雨
に
よ
り
、
地
域
の
排
水
溝
や
地
域
河
川
の
排
水
処
理
能
力
が
追
い
付
か
な
い
の
で
、
河
川
の

水
草
の
除
去
な
ど
、
個
人
で
で
き
な
い
事
を
町
の
環
境
計
画
に
加
え
て
頂
き
た
い
で
す
。

 

・
雑
草
の
び
ほ
う
だ
い
、
空
屋
の
放
置
、
町
職
員
は
も
っ
と
工
夫
し
て
仕
事
し
た
ほ
う
が
良
い
 

・
特
に
何
の
活
動
し
て
い
る
の
か
公
表
し
て
い
な
い
の
で
良
く
分
か
ら
な
い
 

 
移
住
し
て
き
た
人
が
、
住
む
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
等
知
ら
ず
、
中
古
住
宅
を
魔
改
造
し
て
生
活
し
て

い
る
の
で
悪
臭
が
ひ
ど
い
（
特
に
暑
い
日
は
窓
を
開
け
ら
れ
な
い
）
※
や
っ
と
最
近
良
く
な
っ
た
。

で
も
た
ま
に
臭
い
。
 

 
役
場
の

1
階
は
冬
に
な
る
と
ス
ト
ー
ブ
ガ
ン
ガ
ン
炊
き
な
が
ら
窓
を
開
け
て
い
る
ん
で
温
暖
化
を

気
に
し
て
い
る
感
な
い
。
（
灯
油
せ
つ
や
く
し
た
ら
ど
う
で
す
か
）
 

 
虎
杖
浜
～
北
吉
原
の
町
道
に
い
つ
も
誰
か
が
捨
て
た
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る
。
時
々
ゴ
ミ
袋
を
腰

か
ら
さ
げ
た
お
じ
さ
ん
が
ひ
ろ
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
人
を
表
彰
す
れ
ば

ど
う
で
す
か
 

 
大
津
波
警
報
が
出
た
時
、
高
台
の
避
難
場
所
へ
行
こ
う
と
思
っ
た
が
、
熊
の
出
没
情
報
が
多
い
の

に
、
山
の
中
の
避
難
場
所
へ
行
く
の
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？
と
感
じ
た
。
（
津
波
の
前
に
熊
に
ヤ
ラ
れ

そ
う
）
結
局
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
年
寄
り
は
避
難
す
ら
し
て
い
な
い
様
子
だ
っ
た
。
 

 
熊
情
報
も
っ
と
マ
メ
に
流
し
て
ほ
し
い
、
特
に
登
別
と
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
中
登
別
近
辺
の
熊

情
報
ほ
し
い
で
す
。
 

・
行
政
と
し
て
は
課
題
問
題
は
抱
え
て
い
る
と
思
う
が
対
応
解
決
等
の
取
組
み
姿
勢
が
？

 

 
美
観
、
衛
生
、
空
家
対
策
は
空
家
に
な
る
前
に
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
等
を
検
討
す
べ
き
で
な
い

か
！
！
（
不
動
産
に
関
す
る
専
門
窓
口
、
固
定
資
産
税
の
管
理
正
常
化
等
の
観
点
か
ら
も
）
 

・
空
地
の
草
刈
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
 

・
や
た
ら
ハ
ト
の
数
が
気
に
な
り
ま
す
。
空
家
の
も
ん
だ
い
も
あ
り
ま
す
が
住
ん
で
い
る
裏
の
家
に

何
十
羽
の
ハ
ト
で
朝
と
晩
方
に
な
る
と
鳴
き
声
が
（
ふ
ん
）
よ
ろ
し
く
な
い
で
す
。
 

 
何
か
方
法
は
…
鳥
な
の
で
無
理
が
あ
る
の
か
な
、
ま
ぁ
ー
シ
カ
も
何
処
に
で
も
出
る
し
、
駆
除
バ

ン
バ
ン
し
て
欲
し
い
！
 

 
人
口
よ
り
色
ん
な
キ
ツ
ネ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
他
も
ろ
も
ろ
…
増
え
て
る
よ
う
な

(
笑
)？

 

・
バ
ー
デ
ン
町
内
会
雨
水
溝
（
現
実
下
水
溝
）
に
関
し
て
お
願
い
を
強
く
致
し
ま
す
。
 

 
定
期
的
に
清
掃
を
行
い
ふ
た
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
ま
だ
公
共
下
水
道
管
設
置
の

見
通
し
が
み
え
な
い

2
026

年
で
す
の
で
こ
の
要
望
は
白
老
の
生
活
環
境
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る
と
考

え
ま
す
 

・
白
老
町
は
広
域
で
住
民
が
広
く
点
在
し
て
い
る
し
、
空
き
地
空
き
家
も
多
い
の
で
、
そ
の
管
理
や

除
草
等
は
た
い
へ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
歩
道
の
草
に
お
お
わ
れ
て
い
ま
っ
て
小
学
生
が
車

道
の
は
し
を
歩
い
て
い
た
り
、

T
字
路
か
ら
の
出
る
時
に
草
が
し
げ
っ
て
い
て
見
え
ず
ら
い
場
所
あ



っ
た
り
と
、
安
全
に
生
活
し
に
く
い
環
境
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
 

 
自
然
ゆ
た
か
で
美
し
い
町
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
景
観
に
配
慮
し
て
い
る
、
と
い
う
印
象
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
所
だ
け
で
も
、
ち
ょ
っ
と
ス
テ
キ
な
だ
…
と
思
う
一
角
が
あ
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。
公
園
で
も
、
町
並
み
で
も
住
宅
街
で
も
。
 

・
町
内
空
屋
が
多
い
、
町
内
空
屋
敷
地
内
が
元
に
な
っ
て
周
辺
が
汚
れ
て
い
る
。
 

 
1、

雑
木
が
玄
関
前
に
発
生
し
て
い
る
 

 
1、

雑
木
、
草
の
発
生
は
道
路
側
溝
を
埋
め
て
側
溝
の
役
目
を
し
て
い
な
い
 

 
1、

側
溝
内
か
ら
草
が
生
え
て
い
る
 
 
 

1、
雑
木
、
草
ム
ラ
に
大
型
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
 

（
倉
庫
の
解
体
ゴ
ミ
、
車
の
部
品
又
は
一
部
）
 

 
1、

今
大
雨
に
よ
る
道
路
の
冠
水
が
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
、
排
水
が
避
難
場
時
間
帯

1
時
間

位
は
機
能
し
て
も
ら
わ
な
い
と
又
春
先
溶
け
た
雪
で
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
部
分
的
に
な
る

 

 
※
側
溝
の
維
持
の
為
に
草
刈
り
等
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
（
空
き
地
は
出
来
な

い
）
 

・
旧
消
防
署
前
に
花
壇
整
備
し
て
い
る
が
、
そ
の
整
備
を
駅
前
～
ウ
ポ
ポ
イ
側
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

 
白
老
に
来
客
す
る
た
め
の
整
備
を
し
た
方
が
良
い
と
思
う
。
 

 
空
地
雑
草
の
処
理
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
、
雑
草
処
理
が
完
了
し
て
い
な
い
。
 

 
ア
パ
ー
ト
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
件
 

 
分
別
さ
れ
て
な
い
ゴ
ミ
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
た
ま
り
、
次
第
に
あ
ふ
れ
て
フ
タ
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
カ
ラ
ス
が
ゴ
ミ
を
ち
ら
か
し
て
い
る
。
分
別
さ
れ
な
い
ゴ
ミ
は
あ
る
場
合
は
清
掃
車
が
役

場
に
連
絡
し
、
役
場
が
管
理
会
社
へ
連
絡
し
て
居
住
者
に
注
意
す
る
な
ど
の
方
法
を
取
っ
て
ほ
し

い
。
 

・
2
026

年
4
月
に
移
住
し
て
来
ま
し
た
。
道
路
が
広
く
家
並
み
も
美
し
く
、
各
々
の
お
宅
で
花
や
樹

木
を
育
て
て
い
る
の
が
洗
練
さ
れ
た
町
並
み
と
見
え
ま
す
。
一
方
で
、
街
路
樹
の
根
元
が
草
ぼ
う
ぼ

う
…
に
は
が
っ
か
り
し
ま
す
。

 

 
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
資
源
ご
み
を
徹
底
的
に
分
別
し
、
白
老
に
は
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
外
国
人
の

方
々
へ
の
、
ゴ
ミ
す
て
マ
ナ
ー
も
含
め
て
、
住
民
意
識
を
高
め
て
は
い
か
が
か
な
…
と
感
じ
ま
す
。
 

・
私
の
家
の
と
な
り
に
空
家
が
あ
り
、
カ
ベ
が
落
ち
た
り
穴
が
あ
い
た
り
で
大
変
こ
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
空
家
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。
 

・
空
地
に
ゴ
ミ
（
タ
イ
ヤ
缶
他
）
が
積
ま
れ
た
り
し
て
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
所
が
有
り
、

美
観
を
損
な
う
の
で
除
去
し
て
ほ
し
い
と
連
絡
し
ま
し
た
が
、
人
の
土
地
ま
で
入
っ
て
の
撤
去
は
無

理
！
と
の
事
で
そ
の
ま
ま

10
年
以
上
…
空
き
地
の
ゴ
ミ
が
段
々
と
増
え
て
き
て
ま
す
。
住
宅
街
な
の

で
ど
お
か
な
ぁ
～
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
例
か
ら
持
ち
主
さ
ん
に
連
絡
と
っ
て
片
づ
け
て
下

さ
っ
て
は
如
何
か
な
？
と
思
い
ま
す
。
 

・
車
で
走
行
中
と
思
わ
れ
る
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
非
常
に
多
い
。
 

・
こ
の
頃
道
路
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
観
光
地
で
す
か
ら
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
対
応
を
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
朝
早
く
、
お
年
寄

り
が
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
何
度
か
見
ま
し
た
。
町
と
し
て
感
謝
状
を
環
境
イ
ベ
ン
ト
の

時
に
わ
た
す
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
 

・
キ
レ
イ
な
町
で
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

・
毎
日
の
様
に
買
物
の
行
き
帰
り
石
山
大
通
り
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
く
れ
て
る
男
の
人
が
お
り
ま
す
。



私
の
知
っ
て
る
と
こ
ろ
、
も
う
何
年
も
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
感
謝
状
な
ど
如
何
と
思
い
書
き

ま
し
た
。
 

・
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
無
く
な
ら
な
い
の
が
残
念
で
す
。
空
き
地
の
草
刈
り
が
さ
れ
て
い
な
い
所
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

・
新
ウ
ト
カ
ン
ベ
ツ
橋
付
近
の
河
川
敷
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
が
増
え
て
い
る
対
策
を
望

み
ま
す
。
 

・
最
近
こ
の
地
も
空
き
地
が
増
え
そ
の
家
の
庭
か
ら
道
に
長
い
丈
の
花
や
草
が
倒
れ
見
通
し
が
悪
い

所
あ
り
ま
す
。
 

・
空
家
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

・
空
屋
対
策
 
町
内
会
の
区
域
で
も
亡
く
な
っ
た
り
、
病
院
施
設
に
入
っ
た
り
し
て
空
屋
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
雑
草
や
野
良
猫
な
ど
に
よ
り
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
他
人
の
所
有
財
産
で
勝
手

に
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
し
、
経
費
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
た
だ
見
て
い
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
行

政
も
空
屋
対
策
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
地
域
と
積
極
的
な
情
報
交
換
、
対
応
策
を
検
討
願
い

た
い
。
 

・
時
々
、
近
所
で
ゴ
ミ
か
何
か
を
も
や
し
て
い
る
 

・
子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
が
少
な
い
（
特
に
竹
浦
、
幌
内
東
方
面
な
ど
）
の
で
公
園
や
遊
具

や
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
環
境
を
充
実
し
て
欲
し
い
で
す
。
竹
浦
小
学
校
の
跡
地
も
空
き
施
設
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
必
ず
活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
、
外
で
遊
べ
る
様
に
草
刈
り
な
ど
し
て

も
ら
い
今
後
も
住
ん
で
る
人
や
外
か
ら
来
た
人
も
使
用
で
き
る
様
に
活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。
、
（
旧

竹
浦
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
も
）
廃
校
と
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
、
今
後
何
も
手
を
つ
け
ず
に

放
置
さ
れ
る
こ
と
で
建
物
や
周
辺
環
境
の
老
朽
化
が
進
み
、
地
域
景
観
が
損
な
わ
れ
る
。
人
の
出
入

り
も
な
く
管
理
が
行
き
届
か
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
で
、
防
犯
面
で
の
不
安
や
事
故
な
ど
に
も
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
安
心
・
安
全
と
良
好
な
景
観
を
守
る
た
め
に
も
廃
校
後
も
建
物

や
敷
地
を
適
切
に
定
期
的
な
維
持
管
理
を
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
 

 （
４
）
循
環
環
境
に
つ
い
て

 

・
多
く
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
さ
れ
な
い
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
ご
み
や
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
残
っ
て
い
ま
す
。
 

町
内
会
等
で
定
期
的
に
処
分
し
て
、
き
れ
い
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
ほ
し
い
 

・
多
く
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
さ
れ
な
い
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
ご
み
や
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
残
っ
て
い
ま
す
。
 

 
町
内
会
等
で
定
期
的
に
処
分
し
て
、
き
れ
い
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
ほ
し
い
 

・
ご
み
収
集
場
所
に
つ
い
て
。
あ
る
地
域
に
よ
っ
て
は
各
個
別
に
近
い
ぐ
ら
い
ゴ
ミ
箱
が
設
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
自
分
達
の
居
住
区
は
遠
い
！
！
冬
期
な
ど
は
、
非
常
に
苦
痛
に
お
も
う
。
 

 
も
う
少
し
改
善
し
て
ほ
し
い
。
 

・
山
中
の
不
法
投
棄
は
目
立
た
な
く
な
っ
て
き
た
。
港
に
限
ら
ず
釣
り
人
の
ゴ
ミ
処
理
が
よ
ろ
し
く

な
い
（
一
部
漁
家
含
む
）
 

 
 
大
規
模
発
電
施
設
誘
致
賛
成
し
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
併
設
。
夜
間
も
シ
カ
駆
除
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
 

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
、
缶
の
プ
ル
等
ど
こ
で
回
収
し
て
い
る
か
？
わ
か
ら
な
い
の
で
教
え

て
欲
し
い
。
 

・
白
老
町
の
ご
み
分
別
は
他
よ
り
簡
単
で
す
よ
、
町
民
（
83

才
）
と
し
て
は
面
倒
臭
く
な
く
い
い
の



で
す
が
？
例
 
苫
小
牧
等
（
焼
却
炉
の
差
か
？
）
 

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
が
先
進
的
で
力
を
入
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

・
ゴ
ミ
の
減
量
に
つ
い
て
、
再
使
用
・
再
生
利
用
の
推
進
と
あ
り
ま
し
た
が
実
際
は
ど
の
よ
う
に
推

進
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
私
達
は
指
定
さ
れ
た
缶
、
瓶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
回
収
は
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
の
回
収
の
行
先
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

の
で
、
広
報
な
ど
で
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
を
報
告
し
て
ほ
し
い
で
す
。
表
面

的
に
は
色
々
と
地
球
環
境
か
ら
始
り
～
環
境
活
動
と
あ
り
ま
す
が
中
身
が
大
切
で
、
よ
り
町
民
の
理

解
で
き
、
実
行
に
つ
な
が
る
よ
う
に
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。
又
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
な
ど
の
最
終
的
処

理
は
「
う
め
た
て
」
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ゴ
ミ
の
流
れ
を
解
説
し
て
ほ
し
い
で
す
。

 

・
白
老
の
ご
み
袋
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
道
路
に
ご
み
袋
が
落
ち
て
い
て
鳥
か
鹿
か
は
判
り

ま
せ
ん
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
し
、
投
げ
た
人
、
自
身
の
マ
ナ
ー
が
な
っ
て
い
な
い
、
私
の

場
合
は
給
油
に
い
っ
て
「
ご
み
あ
り
ま
す
か
？
」
と
言
わ
れ
て
も
自
身
の
ご
み
な
の
で
自
宅
で
出

し
、
入
れ
て
た
袋
も
汚
れ
て
な
い
か
ら
再
度
使
う
し
、
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
置
い
て
い

か
れ
る
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
自
分
の
出
し
た
ゴ
ミ
は
気
に
な
り
不
安
な
時
は
見
に
行
く

し
環
境
課
で
ど
う
し
て
出
し
た
ら
？
と
か
聞
い
て
出
し
て
る
し
…
心
掛
け
て
ま
す
。
鹿
が
多
い
の
で

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と
近
所
の
方
悩
ん
で
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
囲
っ
て
い
て
も
入
ら
れ
て
花
、
野

菜
も
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
見
た
目
は
悪
い
が
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
で
す
が
…
今

の
と
こ
ろ
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
人
で
す
が
ア
ラ
イ
グ
マ
に
子
を
産
ん
で
住
み
つ
か
れ
た
屋
根
（
軒

下
）
も
直
し
た
り
で
お
金
が
か
か
っ
た
み
た
い
で
、
私
に
そ
ん
な
害
が
出
た
ら
貧
乏
人
な
の
で
ど
お

し
よ
う
と
お
か
し
く
な
る
か
も
。
田
舎
は
空
気
よ
く
の
ん
び
り
出
来
て
い
い
が
、
悩
み
も
あ
り
ま

す
。
年
を
取
る
に
し
た
が
い
不
便
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
不
安
で
す
よ
。
 

・
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
失
敗
は
仕
方
な
い
に
し
て
も
何
ら
対
策
も
せ
ず
事
業
停
止
は
あ
ま
り
に
も
ず
さ

ん
す
ぎ
、
計
画
は
良
か
っ
た
。
な
ぜ
事
業
を
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
？
RDF→

RPF
に
方
向
転
換
は
で
き

た
の
で
は
？
 

 （
５
）
環
境
活
動
に
つ
い
て

 

・
白
老
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
分
野
に
つ
い
て
具
体
的
な
目
標
や
実
施
計
画
並
び
に
実
践
し
て

き
た
項
目
等
を
町
民
に
知
ら
せ
る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
環
境
に
つ
い
て
よ
り
関
心
を
も
つ
方
々
が
増

え
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

・
白
老
町
の
環
境
問
題
に
対
す
る
取
組
が
一
貫
し
た
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。
 

 
町
民
に
対
す
る
情
報
発
信
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

・
白
老
の
環
境
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、「

自
然
、
生
活
、
景
観
、
ご
み
、
脱
炭
素
」
な
ど
範
囲
が
広

く
、
「
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
問
い
も
少
し
漠
然
と
し
て
い
て
、
回
答
し
づ
ら
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
 

 
ま
た
、
町
民
の
意
見
を
試
作
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
町
が
白
老

の
環
境
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
見
い
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
将
来
性
を
目
指
し
て
い
る
の
か
が
、
町
民

か
ら
は
見
え
に
く
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
ず
町
と
し
て
の
現
状
や
課
題
、
考
え
方
を
示
し
た
う
え

で
町
民
の
意
見
を
聞
き
「
景
観
と
し
て
整
え
る
場
所
」
「
開
発
す
る
場
所
」
「
自
然
を
残
す
場
所
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
ふ
ま
え
、
将
来
像
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

・
白
老
町
で
は
努
力
し
て
い
る
と
思
う
が
目
に
見
え
な
い
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
こ
う
い
う
事
を
し
て

い
る
と
説
明
が
し
つ
よ
う
で
な
い
か
、
町
民
に
伝
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

 



・
今
回
の
設
問
に
対
す
る
回
答
に
お
い
て
、
町
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

か
、
何
か
指
標
や
実
積
を
提
示
し
て
頂
け
る
と
回
答
し
や
す
い
で
す
。
 

・
高
齢
化
に
と
も
な
い
体
が
不
自
由
に
な
り
、
各
事
業
に
も
参
加
で
き
な
い
町
民
が
参
加
し
て
い

る
。
行
政
は
広
報
な
ど
環
境
問
題
に
つ
い
て
記
事
は
少
な
い
気
が
す
る
。
も
っ
と
町
民
に
対
し
て
積

極
的
に
啓
発
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、
海
岸
線
の
流
れ
て
き
た
ご

み
が
た
ま
っ
て
い
る
。
竹
浦
の
海
岸
の
汚
れ
が
目
立
つ
。
開
発
局
や
各
団
体
と
も
連
携
し
て
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
空
屋
が
目
立
つ
、
景
観
が
悪
い
（
国
道

36
号
線
竹
浦
～
虎
杖
浜
の
海
岸

側
）
。
町
道
の
舗
装
箇
所
の
く
ぼ
み
が
目
立
つ
、
早
め
の
補
修
を
お
願
い
し
た
い
。
鹿
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
増
加
し
て
い
る
（
減
ら
す
対
策
を
早
急
に
し
て
ほ
し
い
）
。
鹿
の
活
用
方
法
を
積
極
的
に
行
政
は
推

進
し
て
ほ
し
い
。
例
と
し
て
加
工
処
理
施
設
を
設
け
、
食
品
、
家
畜
の
飼
料
な
ど
に
活
用
し
た
ら
？
 

・
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
る
の
か
教
え
て
頂
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
子
供
が
い
る
家
庭
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
白
老
町
に
は
大
く
の
自
然
は
あ
り
ま
す

が
、
昔
の
よ
う
に
さ
ん
し
ょ
う
う
お
や
ザ
リ
ガ
ニ
と
遊
べ
る
場
所
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
居

た
ホ
テ
ル
も
見
ま
せ
ん
。
経
済
的
な
自
然
活
動
に
は
行
政
は
す
ぐ
に
動
く
印
象
は
あ
り
ま
す
が
本
当

の
自
然
が
あ
た
え
て
く
れ
る
子
供
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
は
本
当
の
意
味
で
人
間
形
成
の
大
き
な
部

分
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
大
変
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
里
山
の
保
全
、
変
わ
り
ゆ
く
里

山
の
こ
と
も
考
え
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。
 

・
様
々
な
環
境
分
野
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
実
践
を
も
っ
と
広
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
だ
け
る
と
、
今
何
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ん
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
広
報
等

で
お
知
ら
せ
も
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
…
。
冬
の
環
境
に
つ
い
て
で
す
、
白
老
町
は
雪
が
少
な
く

ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
や
道
路
が
氷
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
特
に
交
差
点
は
テ
カ
テ
カ
ツ
ル
ツ

ル
で
す
。
滑
る
と
わ
か
っ
て
い
て
減
速
し
て
も
（
車
）
す
べ
る
こ
と
が
多
く
、
大
変
き
け
ん
で
す
。

凍
結
防
止
剤
等
や
砂
を
ま
い
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
 

 （
６
）
そ
の
他

 

・
白
老
は
津
波
が
き
た
時
、
即
避
難
す
る
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
所
か
に
避
難
タ
ワ
ー
的
な
所
が

あ
る
と
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
き
る
と
思
い
ま
す
 

・
行
き
た
く
な
る
場
所
つ
く
る
と
か
 

 
立
ち
寄
っ
て
も
店
が
閉
ま
っ
て
る
、
一
部
地
域
し
か
な
い

 

 
道
の
駅
つ
く
る
昔
か
ら
話
は
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
な
 
海
、
山
、
水
、
良
い
も
の
た
く
さ
ん
あ
る
 

・
一
部
の
町
内
会
は
高
齢
の
た
め
機
能
し
ま
せ
ん
。
若
者
が
い
な
く
、
子
供
も
い
な
い
た
め
で
す
。

町
内
会
を
廃
止
し
て
、
白
老
町
で
町
内
会
を
発
足
し
清
掃
活
動
や
盆
踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
交
流

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
を
う
な
が
す
取
組
み
を
す
る
。
 

・
常
日
頃
か
ら
思
っ
て
ま
し
た
が
白
老
町
の
業
者
さ
ん
は
、
作
業
を
行
う
時
は
近
隣
の
方
々
へ
の
説

明
、
あ
い
さ
つ
が
無
い
し
て
い
な
い
、
苫
小
牧
、
札
幌
の
業
者
さ
ん
は
皆
ん
な
有
り
ま
す
。
他
人
の

土
地
を
使
っ
て
も
し
ま
せ
ん
。
各
会
社
へ
の
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

・
住
ん
で
ま
だ

3
ヶ
月
な
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
や
や

3
ヶ
月
は
町
立
に
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
窓
か
ら
見
え
る
木
々
や
町
並
み
を
見
な
が
ら
、
今
後
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
問

3
は
本
人
に
は
む
ず
か
し
く
回
答
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

・
問

3
の
記
述
は
理
解
し
に
く
か
っ
た
。
環
境
問
題
に
普
段
興
味
の
な
い
人
に
も
理
解
し
や
す
い
問

い
に
し
て
欲
し
い
。
 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
多
過
ぎ
て
景
観
が
損
な
わ
れ
る
。
熊
や
シ
カ
の
駆
除
を
し
て
ほ
し
い
。
 



・
私
は
音
楽
が
好
き
な
の
で
、
今
の
所
コ
ミ
セ
ン
で
ガ
マ
ン
し
て
ま
す
が
、
も
う
少
し
良
い
建
物
を

作
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
す
る
べ
き
。
紙
も
集
計
時
間
も
無
駄
。
 

・
大
雨
の
影
響
で
河
川
に
木
が
な
ぎ
た
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
水
害
が
来
た
ら
心
配
な
の
で
か

た
づ
け
て
ほ
し
い
。
 

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
計
画
が
出
た
場
合
地
域
住
民
の
同
意
を
得
て
か
ら
進
め
、

自
然
環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
町
か
ら
も
働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。
 

・
お
つ
か
れ
さ
ま
で
す
、
職
員
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
感
謝
し
て
ま
す
。
今
後
も
町
の
た
め
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

・
町
の
取
組
が
わ
か
り
づ
ら
い

 

 
活
性
化
に
対
す
る
意
識
が
低
い
（
ウ
ポ
ポ
イ
を
活
用
し
道
の
駅
設
置
等
将
来
に
向
け
た
取
り
組
み

等
発
想
が
と
ぼ
し
い
）
 

 
災
害
に
対
し
町
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
聞
こ
え
な
い
で
す
、
何
を
言
っ
て
る
か
わ
か
ら
な
い
、
何
故
気
が

つ
か
な
い
の
か
？
 

 
若
い
人
は
ア
プ
リ
が
あ
る
が
、
ス
マ
ホ
を
つ
か
え
な
い
人
聞
こ
え
な
い
で
す
。
 

 
他
町
村
は
花
と
食
等
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
白
老
に
は
河
川
敷
、
白
老
牛
、
タ
ラ
コ
等
、
集
客
す

る
資
材
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
と
り
く
ま
な
い
の
か
 
 
 

 
高
校
の
移
転
、
企
業
の
移
転
に
関
し
て
も
町
の
努
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
 

・
生
活
し
や
す
い
町
作
り
 

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
こ
れ
以
上
増
え
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
大
雨
に
よ
る
災
害
が
増
え
て
き
て

い
る
の
で
、
山
林
を
削
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
と
思
い
ま
す
。
 

 
町
内
の
お
店
の
廃
業
が
増
え
て
い
る
の
で
対
策
し
て
ほ
し
い
、
竹
浦
、
萩
野
あ
た
り
に
ス
ー
パ
ー

が
1
軒
あ
る
と
良
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。
年
配
の
人
も
助
か
る
と
思
う
。
 

 
空
家
は
空
き
店
舗
が
増
え
て
い
る
の
で
対
策
し
て
ほ
し
い
。
か
に
ご
て
ん
の
建
物
は
道
の
駅
に
し

た
ら
い
い
の
で
は
？
 

 
虎
杖
浜
地
区
で
野
良
猫
が
増
え
て
お
り
困
り
ま
す
。
エ
サ
を
や
る
人
も
い
て
、
庭
で
マ
ー
キ
ン
グ

さ
れ
る
等
あ
り
困
る
の
で
つ
か
ま
え
て
避
妊
な
ど
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

・
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
穴
の
開
い
て
い
る
所
も
多
く
車
が
傷
つ
く
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
景

観
が
悪
く
い
な
っ
て
い
る
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
制
限
す
る
べ
き
。
観
光
が
ウ
ポ
ポ
イ
だ
け
に
な
っ

て
お
り
、
温
泉
な
ど
を
利
用
す
る
事
を
考
え
て
欲
し
い
。
 

・
キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
テ
ー
マ
パ
ー
ク
み
た
い
な
所
を
作
る
な
ど
、
若
い
人

が
働
く
場
を
多
く
す
る
。
 

 
札
幌
ま
で
の
通
過
地
点
で
は
な
く
寄
り
道
し
た
く
な
る
場
所
に
す
る
。
活
気
が
あ
り
、
若
い
人
が

働
く
た
め
に
は
、
働
く
場
所
を
作
る
事
が
重
要
だ
と
思
う
。

 

・
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
白
老
町
に
定
年
後
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
自
然
・
食
・
文
化
・
歴
史
な

ど
と
て
も
良
い
環
境
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
充
実
、
専
門
的
な
病
院
が
不
足
と
思
う
。
 

・
虎
杖
浜
内
の
野
良
ネ
コ
が
多
い
（

2
区
）
 

一
部
家
庭
で
は
野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を
や
っ
た
り
、
冬
の
寝
る
場
所
を
ネ
コ
た
ち
に
提
供
し
て
い
る

が
、
そ
の
家
で
飼
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
ネ
コ
た
ち
が
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
車
の
上
に
乗

っ
て
、
車
を
キ
ズ
付
け
た
り
し
て
い
る
、
敷
地
に
フ
ン
も
あ
る
。
何
度
か
近
隣
の
人
た
ち
で
役
場
に

電
話
し
て
い
る
が
「
そ
の
方
に
一
応
指
導
は
し
て
ま
す
が
言
う
事
を
聞
い
て
も
ら
え
な
く
て
…
」
と

し
っ
か
り
し
た
対
応
を
し
て
も
ら
え
て
い
な
い
。
野
良
ネ
コ
に
付
け
ら
れ
た
車
の
キ
ズ
は
誰
の
責
任



で
す
か
？
匿
っ
て
い
る
家
で
す
か
？
そ
れ
と
も
役
場
で
す
か
？
車
は
安
価
な
も
の
で
は
な
い
の
で
こ

れ
を
み
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

・
ご
来
町
さ
れ
た
方
々
か
ら
白
老
町
は
お
花
も
い
っ
ぱ
い
飾
ら
れ
町
並
み
も
行
き
届
い
て
い
て
美
し

い
で
す
ね
、
特
に
駅
前
と
か
商
店
街
含
め
住
宅
街
も
…
と
、
よ
く
云
わ
れ
ま
す
。
（
ゴ
ミ
も
落
ち
て
い

な
い
ね
…
と
云
わ
れ
ま
す
）
喜
ば
し
い
事
で
す
。
町
民
の
意
識
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
 

・
防
災
無
線
の
音
が
小
さ
い
、
窓
を
閉
め
て
い
る
と
よ
く
聞
こ
え
な
い
。
 

 
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
所
は
で
き
る
だ
け
早
く
開
け
て
欲
し
い
、
災
害
時
の
生
活
環
境
は

良
く
な
い
（
避
難
警
報
が
出
た
が
、
避
難
所
が
あ
い
て
な
か
っ
た
）
 

ふ
み
き
り
の
近
く
は
草
刈
を
し
て
、
見
通
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
（
左
右
が
草
で
見
え
な
い
の
で

電
車
を
目
視
確
認
で
き
な
い
）

 

町
道
が
で
こ
ぼ
こ
で
穴
が
で
き
て
い
て
も
直
し
て
な
い
（
ポ
ロ
ト
か
ら
国
道
に
出
る
所
の
じ
ゃ
り

道
）
 

・
①
橋
を
渡
る
時
に
感
じ
る
の
は
以
前
も
話
し
た
と
思
い
ま
す
が
上
流
か
ら
の
土
砂
が
河
口
近
く
に

沢
山
堆
積
し
て
い
る
こ
と
。
内
水
氾
濫
が
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
。
 

 
②
町
の
メ
ー
ル
で
返
信
す
る
と
、
そ
の
件
の
返
信
は
用
意
し
て
な
い
と
言
う
！
こ
れ
ら
の
件
を
検

証
し
ま
す
か
！
 

 
③
鹿
に

3
回
衝
突
し
て
い
ま
す
。

1
台
ダ
メ
に
し
ま
し
た
。
も
う
少
し
強
力
に
駆
除
し
て
欲
し

い
。
食
害
も
す
ご
い
で
す
。
 

 
④
1
2
間
通
り
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
い
こ
う
は
お
店
が
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
に
は
大
変
で
す
。
 

・
す
ば
ら
し
い
環
境
で
生
活
で
き
て
お
り
ま
す
。
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
身
体
ご
自
愛

下
さ
い
。
 

・
社
会
調
査
法
に
基
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
し
て
ほ
し
い
、
社
会
調
査
法
に
基
い
た
結
果
分
析
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
 

 
統
計
分
析
学
に
基
く
分
析
を
し
て
ほ
し
い
。
母
集
団
特
性
を
満
た
す
サ
ン
プ
ル
確
保
さ
れ
な
い
場

合
は
分
析
に
値
し
な
い
。
 

「
重
み
」
「
散
ら
ば
り
」
な
ど
基
本
的
考
え
方
に
基
づ
く
分
析
が
必
要
。
施
策
実
施
に
必
要
な
「
資

金
調
達
法
」
を
工
夫
し
明
ら
か
に
し
た
計
画
と
し
て
ほ
し
い
。
危
険
建
物
（
廃
屋
等
）
の
調
査
・
対

策
を
早
急
に
し
て
ほ
し
い
。
危
険
木
の
調
査
・
対
策
を
早
急
に
し
て
ほ
し
い
。
外
来
種
対
策
の
実
施

（
鹿
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
・
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
・
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
）
 

・
温
泉
の
排
水
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水
処
理
等
を

さ
れ
な
い
で
海
や
地
面
に
浸
透
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
洗
剤
な
ど
界
面
活
性
剤
や
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
環
境
に
良
く
な
い
の
で
は
…
と
い
う
心
配
。
私
た
ち
の
食
卓
に
な
ら
ぶ
海
産
物
は

安
全
な
の
か
。
以
前
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
心
配
し
す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
の
で

考
え
る
の
を
や
め
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ホ
チ
キ
ス
の
と
め
方
は
環
境
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
 

・
花
華
高
々
に
な
っ
て
い
る
。

 

・
小
・
中
・
高
校
生
達
礼
儀
正
し
い
。
地
域
の
人
達
も
町
内
会
等
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。
町
内

会
の
役
員
も
大
変
熱
心
に
参
加
し
て
い
る
。
町
民
と
し
て
常
に
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。
町
内
会
の

活
動
は
と
っ
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
親
達
の
姿
が
子
供
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
子
育
て

修
了
し
た
者
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
有
意
義
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
長
さ
ん
の
好
感
度
は
高
い
で

す
。
他
町
、
他
市
の
方
達
に
も
き
っ
と
良
好
だ
と
存
じ
ま
す
。
 

・
除
雪
車
 
交
差
点
四
つ
角
等
に
雪
を
や
ま
も
り
に
お
い
て
行
く
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
除
雪
車



ド
ラ
イ
バ
ー
は
ご
自
分
で
車
運
転
し
て
通
り
や
す
い
で
す
か
！
 

・
バ
ス
路
線
を
白
老
全
域
で
走
ら
せ
て
ほ
し
い
、
デ
マ
ン
ド
は
日
祝
運
休
な
の
で
と
て
も
不
便
で

す
。
平
等
に
走
ら
せ
て
ほ
し
い
。
国
道
方
面
の
住
民
は
沢
山
便
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
！
！
是
非
一

日
2～

3
本
で
も
い
い
の
で
バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
い
！
！
北
吉
原
、
萩
野
の
十
二
間
通
り
の
住
人
は

高
齢
者
が
多
く
本
当
に
足
の
便
が
な
く
困
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
医
療
関
係
に

つ
い
て
町
立
病
院
に
是
非
外
科
を
開
い
て
下
さ
い
！
 

・
白
老
町
は
豊
か
な
山
や
川
、
海
が
あ
り
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
港
や

JR
、
空

港
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
比
較
的
良
く
立
地
条
件
に
も
恵
ま
れ
た
環
境
は
白
老
町
の
大
き
な
財
産
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
地
域
の
活
力
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
不
安
を

感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代
が
働
け
る
場
所
や
大
き
な
企
業
な
ど
の
雇
用
の
場
が
少
な
い
こ
と

が
人
口
減
少
の
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
白
老
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
事

を
第
一
に
し
な
が
ら
そ
の
自
然
や
立
地
条
件
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
や
産
業
の
育
成
、
観
光
の
振
興

な
ど
を
進
め
、
若
い
世
代
が
「
白
老
で
暮
ら
し
た
い
働
き
た
い
」
と
思
え
る
町
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。
自
然
を
守
る
こ
と
と
町
の
活
性
化
を
別
々
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、「

自
然
が
豊
か

だ
か
ら
こ
そ
人
が
住
み
た
い
訪
れ
た
い
、
企
業
も
進
出
し
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
白
老

町
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
 

・
1
500

人
の
な
か
に
入
れ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

80
才
以
上
で
す
。
白
老

町
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
大
好
き
で
す
。
こ
の
よ
う
な
調
査
を
す
る
事
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
役
場

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。
 

・
町
道
で
す
け
ど
、
道
路
排
水
が
遠
く
て
冬
か
ら
春
に
か
け
て
道
路
の
雪
ど
け
水
が
凍
っ
て
し
ま

い
、
毎
年
氷
割
に
困
っ
て
お
り
ま
す
。
 

・
先
日
の
断
水
は
始
め
て
の
体
験
で
し
た
。
普
通
水
は
出
る
も
の
と
案
意
に
思
っ
て
ま
し
た
の
で
改

め
て
水
を
大
切
に
節
水
で
使
用
し
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。
白
老
町
の
町
並
み
は
美
し
く
住
み
や

す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
町
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
な
ど
環
境
に
力
を

入
れ
て
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。

 

・
白
老
大
滝
線
の
通
行
止
め
状
況
や
通
行
規
制
が
調
べ
た
ら
す
ぐ
見
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
（
最

新
の
情
報
で
正
確
に
教
え
て
ほ
し
い
）
白
老
大
滝
線
の
冬
期
通
行
止
め
の
期
間
を
（

12
月
～
3
月
）

ま
で
に
し
て
ほ
し
い
。
白
老
大
滝
線
の
夜
間
通
行
止
め
の
時
間
を
（
午
前

8:30
か
ら
に
し
て
ほ
し

い
）
8
:30

か
ら
通
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
 

・
私
の
住
ん
で
い
る
地
区
は
萩
野
石
山
地
区
で
す
が
銀
行
が
白
老
に
移
転
し
た
り
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
が
一
軒
も
な
く
と
て
も
生
活
し
て
い
て
不
便
で
す
。
高
齢
化
で
車
を
持
っ
て
る
人
も
少
な
く

体
の
不
自
由
な
人
は
介
護
の
車
を
利
用
（
ふ
れ
あ
い
等
）
車
の
乗
り
降
り
で
き
る
人
は
デ
マ
ン
ド
バ

ス
や
ぐ
る
ポ
ン
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
又
、
萩
の
里
山
が
近
く
に
あ

り
い
ろ
ん
な
方
々
が
四
季
折
々
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
望
み
は
毎
日
の
生
活
の
衣
食
住
の
あ
る
お

店
が
近
く
に
あ
る
と
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
な
か
な
か
実
現
は
難
し
い
で
し
ょ
う
が
…
ア
ン
ケ
ー
ト

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
白
老
町
役
場
職
員
の
皆
様
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
 

・
白
老
町
防
災
マ
ッ
プ
に
最
新
版
が
で
て
ほ
し
い
。
最
近
の
豪
雨
の
被
害
を
見
て
る
と
、
白
老
町
の

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
た
い
と
思
う
。
 

・
白
老
町
に
は
海
、
森
林
、
湖
、
活
火
山
な
ど
、
自
然
豊
か
な
土
地
が
魅
力
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
昨
今
全
国
的
に
も
例
を
見
な
い
程
の
自
然
災
害
が
目
立
ち
ま
す
。
環
境
、
自
然
を
守

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
が
、
自
然
の
猛
威
か
ら
町
民
や
生
活
を
守
る
事
の
方
を
今
は
心
配
し
て

い
ま
す
。
自
然
を
大
切
に
す
る
教
育
を
し
つ
つ
、
白
老
町
の
イ
ン
フ
ラ
偏
差
値
を
高
め
て
い
け
る
町



づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
 

・
遅
く
な
り
ま
し
た
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
過
ぎ
て
、
近
隣
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
た
所
、
厳
し
く
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
下
さ
り
、
考
え
も
持
っ
て
る
方
で
、
こ
う
云
う
方
達

に
お
願
い
し
、
各
町
内
会
、
環
境
役
員
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
お
願
い
し
た
方
が
と
私
事
個
人

の
意
見
で
す
が
思
い
ま
し
た
。
勝
手
過
ぎ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

・
町
民
の
前
に
全
町
職
員
の
教
育
が
必
要
で
は
な
い
か
、
町
内
会
で
は
町
か
ら
の
通
知
を
基
に
年
数

回
清
掃
、
草
刈
を
実
施
し
て
い
る
が
、
聞
く
と
こ
ろ
の
よ
る
と
町
職
員
で
も
町
内
会
に
加
入
し
て
い

な
い
人
が
い
る
と
の
こ
と
（
加
入
は
任
意
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
）
も
し
、
こ
の
よ
う
な
職

員
が
い
る
の
な
ら
、
何
時
町
内
の
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
？
町
内
会
の
要
望
の
回
答
に
つ
い

て
、
全
く
誠
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
町
民
を
バ
カ
に
し
て
い
る
の
か
？
そ
れ
と

も
法
、
制
度
に
対
す
る
理
解
知
識
が
な
い
の
か
？
白
老
町
は
稟
議
制
を
取
っ
て
な
い
の
か
？
町
全
体

が
こ
の
レ
ベ
ル
な
の
か
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
回
答
す
る
事
で
誤
解
を
う

け
そ
う
な
と
こ
ろ
は
無
回
答
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

・
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
コ
ボ
コ
で
悪
い
、
水
道
料
金
が
他
市
町
村
に
く
ら
べ
て
高
い
。
 

・
も
う
少
し
栄
え
て
ほ
し
い
で
す
。（

マ
ッ
ク
や
ミ
ス
ド
つ
く
っ
て
下
さ
い
）
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
、
私
に
は
む
ず
か
し
く
て
判
り
づ
ら
か
っ
た
で
す
、
問

3 

・
白
老
北
駅
側
、
夕
方
―
夜
下
車
す
る
と
、
と
て
も
暗
い
、
下
車
①
右
側

 
ウ
ポ
ポ
イ
に
通
じ
る
道

路
②
左
側
 
コ
ミ
セ
ン
や
末
広
、
栄
町
、
サ
ツ
ド
ラ
方
向
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
暗
く
危
険
だ
わ
～
学

生
さ
ん
や
、
大
人
な
ど
一
人
で
電
車
か
ら
降
り
て
帰
る
の
こ
わ
い
、
あ
そ
こ
の
降
り
た
と
き
の
景
観

と
見
通
し
を
良
く
し
て
も
ら
い
た
い
。
①
は
ミ
ン
タ
ラ
、
ウ
ポ
ポ
イ
と
行
く
が
、
そ
の
前
の
道
路
は

明
る
い
が
、
駅
か
ら
下
車
し
た
道
路
を
も
う
少
し
考
え
る
と
一
面
に
視
野
が
良
く
な
り
、
安
心
と
楽

し
さ
が
伝
わ
る
と
思
う
。
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
と
こ
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
町
長
が
町
民
の
功

績
あ
っ
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
際
の
写
真
等
が
何
故
表
彰
さ
れ
る
方
々
が
、
真
ん
中
で
な
く
、

町
の
え
ら
い
人
々
が
真
ん
中
な
の
か
ナ
～
と
不
思
議
に
思
う
。
日
常
か
ら
種
々
の
人
々
の
た
め
に
活

動
さ
れ
て
い
る
方
々
を
中
央
に
し
て
、
も
っ
と
町
民
の
方
々
を
大
切
に
し
て
い
る
姿
が
良
い
と
思

う
。
 

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
以
前
オ
リ
ッ
ク
ス
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
苦
情
が

来
て
い
な
い
の
で
問
題
な
い
と
言
っ
た
サ
ー
ビ
ス
課
の
人
が
い
ま
し
た
。
少
し
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
自
分
の
家
の
近
く
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
あ
る
事
を
想
像
し
て
欲
し
い
で
す
。
テ
ル
ミ
ン
の
よ
う

な
電
子
音
（
キ
ミ
が
悪
い
）
パ
ネ
ル
へ
く
る
み
を
落
と
す
カ
ラ
ス
達
う
る
さ
い
！
！
そ
し
て
景
色
。

黒
い
パ
ネ
ル
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
景
色
が
白
老
町
だ
と
す
る
と
、
せ
っ
か
く
の
自
然
や
町
並
み

が
台
無
し
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
感
覚
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
職
員
の
方
一
人
一
人
が
お
持

ち
で
し
た
ら
、
今
回
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
な
か
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ウ
ポ

ポ
イ
も
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
自
然
と
の
共
生
と
い
う
感
覚
を
町
自
体
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
、
ま
っ
た

く
ず
れ
た
町
、
街
並
み
に
な
っ
て
は
と
て
も
大
変
な
事
と
思
い
ま
す
。
白
老
に
来
て
く
れ
た
方
々
が

ウ
ポ
ポ
イ
へ
行
っ
た
後
の
街
が
あ
ま
り
に
も
違
う
と
悪
い
印
象
し
か
残
ら
な
い
で
し
ょ
う
と
思
い
ま

す
。
観
光
客
は
何
を
求
め
て
来
る
の
か
、
近
代
的
な
街
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
そ
の
町
の
歴
史
に
触

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
な
る
べ
く
そ
の
様
な
物
は
壊
さ
ず
残
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
田
舎

で
都
会
的
な
事
（
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
し
よ
う
と
思
っ
て
も
大
体
失
敗
し
ま
す
。
田
舎
は
田
舎
の
良
さ

を
セ
ン
ス
良
く
伝
え
る
事
が
出
来
る
と
良
い
で
す
ね
。
後
、
町
、
商
店
街
に
車
が
来
る
よ
う
に
マ
ザ

ー
ズ
二
股
の
辺
り
に
看
板
が
有
、
誘
導
す
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
が
、
作
問
に
問
題
が
あ
り
、
不
十
分
な
結
果
に



な
る
と
予
想
す
る
、
そ
も
そ
も
環
境
問
題
は

1
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
具
体
的
に

分
け
る
べ
き
で
あ
る
。「

地
球
温
暖
化
」
に
つ
い
て
や
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
」
に
つ
い
て
と
か
、
も
り
こ

み
過
ぎ
て
も
集
計
が
大
変
で
あ
る
し
、
大
き
い
ネ
タ
す
ぎ
て
コ
メ
ン
ト
に
困
る
。
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
の
も
と
聞
き
た
い
こ
と
は
わ
か
り
や
す
く
回
答
さ
せ
た
方
が
ま
と
め
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。
白

老
町
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
に
よ
る
過
疎
に
よ
る
買
物
難
民
問
題
も
住
宅
環
境
と
し
て
は
深
刻
な
問

題
に
な
る
し
、
私
の
よ
う
に
免
許
が
な
い
人
間
は
更
に
自
力
で
は
難
し
い
し
、
車
の
あ
る
人
間
に
は

な
い
視
点
か
ら
町
内
が
見
え
る
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
人
気
の
な
い
場
所
の
雑
草
の
問
題
、
空
き
地

か
住
家
が
わ
か
ら
な
い
荒
れ
た
土
地
、
不
審
者
と
見
え
る
人
物
、
景
観
に
合
わ
な
い
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
、
発
車
時
刻
も
ま
で
遅
延
を
伝
え
な
い

JR
北
海
道
、
電
線
に
触
れ
そ
う
で
怖
い
街
路
樹
、
数
が
増

え
す
ぎ
て
事
故
に
発
展
す
る
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
挙
げ
る
と
キ
リ
が
な
い
し
、
ま
だ
あ
る
だ
ろ
う
が
出
て

こ
な
い
、
ゆ
え
に
や
る
事
を
し
ぼ
っ
て
聞
い
て
欲
し
い
。
答
え
た
が
無
反
応
が
最
も
参
加
者
が
無
力

感
を
感
じ
る
。
ど
の
市
町
村
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
て
も

PR
不
足
で
認

識
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
仕
事
も
休
日
に
や
る
こ
と
も
あ
る
の
で
悪
い
が
他
人
事
に
な
り
が

ち
で
良
い
内
容
で
も
伝
わ
ら
な
い
現
状
と
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
裁
判
や
不
法

投
棄
の
よ
う
な
事
件
は
印
象
に
残
る
が
、
白
老
町
の
取
り
組
み
に
正
直
、
ゴ
ミ
拾
い
や
花
植
え
、
ゴ

ミ
の
分
別
少
量
化
位
し
か
思
い
出
せ
な
い
。
応
援
も
意
見
も
す
る
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
期
待
し
な
い

で
欲
し
い
。
気
が
向
い
た
時
だ
け
し
て
い
る
。
 

 
追
伸
 
ざ
れ
ご
と
だ
が
、
高
齢
者
に
優
し
い
環
境
を
つ
く
り
、
全
道
の
家
族
の
い
な
い
老
人
を
集

め
一
大
都
市
に
す
る
の
は
ど
う
か
？
老
人
施
設
の
順
番
待
ち
の
待
機
老
人
は
相
当
数
に
上
る
、
介
護

者
も
入
れ
る
と
相
当
需
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
当
然
施
設
の
増
設
、
介
護
専
門
学
校
に
新
設
、
病
院

の
増
設
な
ど
や
る
は
多
い
が
、
道
内
有
数
の
老
人
施
設
数
の
町
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
。
 

  ※
 ご

意
見
の
中
の
個
人
名
や
事
業
者
名
が
特
定
さ
れ
る
文
言
等
に
つ
い
て
は
、
削
除
も
し
く
は
類
似
の
 

文
言
に
置
き
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
 



〈参考〉調査票



（
1）

年
　

　
齢

①
18～

29
歳

②
30～

39歳
③

40～
49歳

④
50～

59
歳

⑤
60～

69歳
⑥

70歳
以

上

（
2）

職
　

　
業

①
会

社
員

②
公

務
員

③
自

営
業

④
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

⑤
主

婦
（家

事
専

業
）

⑥
学

生

⑦
無

職
⑧

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

（
3）

白
老

町
の

①
2年

未
満

②
2年

以
上

～
5年

未
満

　
　

居
住

年
数

③
5年

以
上

～
10

年
未

満
④

10年
以

上
～

20年
未

満

⑤
20年

以
上

（
4）

家
族

構
成

①
単

身
②

夫
婦

（子
ど

も
な

し
）

③
親

子
（2世

代
）

④
親

・
子

・
孫

（
3世

代
）

⑤
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

（
5）

居
住

形
態

（
6）

居
住

地
区

①
社

台
②

白
老

③
石

山
・萩

野

④
北

吉
原

⑤
竹

浦
⑥

虎
杖

浜

（
1
）
あ

な
た

が
住

み
始

め
て

か
ら

、
白

老
町

の
環

境
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
か

。
（
１

つ
に

〇
）

　
①

 と
て

も
良

く
な

っ
た

②
 良

く
な

っ
た

③
 変

わ
ら

な
い

　
④

 少
し

悪
く
な

っ
た

⑤
 悪

く
な

っ
た

⑥
 わ

か
ら

な
い

（
２

）
 あ

な
た

は
環

境
問

題
に

関
心

が
あ

り
ま

す
か

？
（
１

つ
に

〇
）

　
①

 関
心

が
あ

る
②

 あ
る

程
度

関
心

が
あ

る
③

 あ
ま

り
関

心
が

な
い

　
④

 全
く
関

心
が

な
い

⑤
 わ

か
ら

な
い

※
（
２

）
の

質
問

で
「
①

関
心

が
あ

る
」、

「
②

あ
る

程
度

関
心

が
あ

る
」と

回
答

し
た

方
に

お
尋

ね
し

ま
す

。

（
３

）
 関

心
が

あ
る

項
目

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（
２

つ
ま

で
○

）

　
①

地
球

温
暖

化
に

関
す

る
分

野
（
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

削
減

や
気

候
変

動
へ

の
適

応
な

ど
）

　
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
分

野
（省

エ
ネ

や
再

エ
ネ

の
推

進
な

ど
）

　
③

資
源

や
廃

棄
物

に
関

す
る

分
野

（
ご

み
の

削
減

や
リ

サ
イ

ク
ル

、
不

法
投

棄
対

策
な

ど
）

　
④

自
然

環
境

に
関

す
る

分
野

（森
林

・河
川

の
保

全
や

自
然

環
境

資
源

の
有

効
活

用
な

ど
）

　
⑤

生
物

多
様

性
に

関
す

る
分

野
（
在

来
種

の
保

護
や

有
害

鳥
獣

へ
の

対
策

等
）

　
⑥

生
活

環
境

に
関

す
る

分
野

（公
害

や
化

学
物

質
、

ま
ち

の
景

観
な

ど
）

　
⑦

環
境

教
育

・活
動

や
環

境
情

報
の

発
信

な
ど

に
関

す
る

分
野

　
⑧

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）　

問
１

　
あ

な
た

の
こ

と
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

問
２

　
白

老
町

の
環

境
全

般
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

白
老

町
の

環
境

に
つ

い
て

の
町

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

票

①
戸

建
住

宅
　

　
②

集
合

住
宅

　
　

③
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）



（
１

）
白

老
町

で
は

様
々

な
環

境
分

野
の

取
り

組
み

を
進

め
て

い
ま

す
が

、
「
①

～
⑫

そ
れ

ぞ
れ

の
設

問
ご

と
の

満
足

度
」
に

つ
い

て

　
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（
１

つ
に

〇
）

満
足

概
ね

満
足

普
通

少
し

不
満

不
満

①
 地

球
環

境
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く
り

省
エ

ネ
行

動
を

身
近

な
と

こ
ろ

か
ら

実
践

し
、

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

シ
テ

ィ
を

推
進

し
ま

す
。

（省
資

源
・
省

エ
ネ

と
環

境
に

や
さ

し
い

生
活

様
式

の
意

識
啓

発
、

低
公

害
車

・低
燃

費
車

の
普

及
促

進
な

ど
）

②
 温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
に

基
づ

き
な

が
ら

再
エ

ネ
等

を
推

進
し

、
C

O
2削

減
に

努
め

ま
す

。
(公

共
施

設
へ

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
検

討
、

町
有

林
や

公
園

等
緑

地
の

適
正

管
理

な
ど

）

③
 気

候
変

動
へ

の
適

応

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
抑

制
を

行
う

「緩
和

策
」と

気
候

変
動

へ
の

「適
応

策
」に

つ
い

て
取

り
組

み
ま

す
。

（環
境

へ
の

影
響

を
考

慮
し

た
防

災
・
減

災
対

策
、

高
齢

者
等

へ
の

熱
中

症
対

策
な

ど
）

④
 豊

か
な

自
然

の
保

全
と

創
出

多
様

な
自

然
環

境
を

適
切

に
保

全
し

、
人

と
自

然
が

共
生

す
る

魅
力

あ
る

環
境

の
形

成
に

努
め

ま
す

。
（森

林
や

農
地

、
里

山
等

の
緑

地
環

境
保

全
、

河
川

、
湖

沼
、

湿
原

等
の

水
環

境
保

全
な

ど
）

⑤
 生

物
多

様
性

の
保

全

希
少

な
野

生
動

植
物

の
保

全
、

外
来

生
物

対
策

等
を

進
め

、
地

域
の

生
態

系
を

維
持

し
ま

す
。

（生
物

多
様

性
へ

の
理

解
促

進
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

の
保

全
、

外
来

生
物

対
策

の
推

進
な

ど
）

⑥
 野

生
生

物
と

の
共

生

人
と

野
生

生
物

と
の

不
要

な
接

触
と

有
害

鳥
獣

駆
除

対
策

に
努

め
、

野
生

生
物

と
の

共
生

を
推

進
し

ま
す

。
（鳥

獣
被

害
対

策
の

強
化

な
ど

）

⑦
 生

活
環

境
の

保
全

環
境

監
視

や
関

係
法

令
に

基
づ

く
適

切
な

指
導

を
行

い
、

快
適

に
暮

ら
せ

る
生

活
環

境
の

保
全

に
努

め
ま

す
。

（公
害

防
止

対
策

、
空

き
地

・
空

き
家

等
の

適
正

管
理

、
害

虫
駆

除
、

生
活

排
水

の
適

正
処

理
な

ど
）

⑧
 環

境
美

化
の

推
進

協
働

・
連

携
に

よ
る

環
境

美
化

活
動

を
継

続
し

な
が

ら
、

清
潔

で
美

し
い

地
域

環
境

の
形

成
に

努
め

ま
す

。
（地

域
の

美
化

・
緑

化
活

動
、

道
路

沿
道

・公
共

空
間

の
清

掃
・除

草
、

生
活

マ
ナ

ー
・モ

ラ
ル

の
啓

発
な

ど
）

⑨
 ご

み
の

減
量

と
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進

ご
み

の
適

正
な

分
別

排
出

や
資

源
回

収
を

促
進

さ
せ

、
資

源
の

有
効

利
用

に
取

り
組

み
ま

す
。

（ご
み

減
量

・
発

生
抑

制
、

再
使

用
・再

生
利

用
の

推
進

、
食

品
ロ

ス
削

減
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

資
源

循
環

な
ど

）

⑩
 廃

棄
物

の
適

正
管

理

廃
棄

物
の

適
正

な
分

別
・
収

集
・
処

理
を

推
進

し
、

安
定

し
た

廃
棄

物
処

理
体

制
を

確
保

し
ま

す
。

（一
般

廃
棄

物
、

産
業

廃
棄

物
の

適
正

処
理

な
ど

）

⑪
 環

境
教

育
・
学

習
の

充
実

環
境

に
配

慮
し

た
行

動
を

実
践

で
き

る
よ

う
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

環
境

教
育

・学
習

を
推

進
し

ま
す

。
（環

境
教

育
・
学

習
の

機
会

提
供

、
環

境
保

全
活

動
を

支
え

る
人

材
の

育
成

な
ど

）

⑫
 協

働
で

取
り

組
む

環
境

保
全

の
推

進

環
境

活
動

団
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
地

域
特

性
を

生
か

し
た

環
境

保
全

を
推

進
し

ま
す

。
（関

係
団

体
と

の
連

携
・
支

援
な

ど
）

⑬
 歴

史
的

・
文

化
的

資
源

の
保

全

地
域

の
歴

史
や

文
化

に
触

れ
る

機
会

を
充

実
さ

せ
、

保
全

活
動

へ
の

参
加

意
識

の
醸

成
を

図
り

ま
す

。
（郷

土
の

歴
史

・
文

化
を

生
か

し
た

環
境

保
全

な
ど

）

（
２

）
環

境
に

関
す

る
取

組
の

総
合

的
な

満
足

度
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（
１

つ
に

〇
）

全体
町

で
は

「
豊

か
な

自
然

を
大

切
に

し
、

次
世

代
へ

つ
な

ぐ
環

境
と

共
生

し
た

ま
ち

づ
く
り

」
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

そ
の

取
組

み
に

対
す

る
満

足
度

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。

2
1

5
4

3
2

1

5
4

3

設
問

内
容

自然環境

5
4

3

5
4

3

満
足

度

地球環境

5
4

3
2

1

2
1

5
4

3
2

1

環境活動

5

生活環境

2
1

5
4

3
2

1

5
4

3
2

11

5
4

3
2

循環環境

5
4

3
2

問
３

　
環

境
に

関
す

る
取

組
の

満
足

度
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。5

4
3

2
1

2
1

5
4

3

1

5
4

2
1 1

4
3

2
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（
１

）
現

在
、

取
り

組
ん

で
い

る
環

境
配

慮
行

動
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（
１

つ
に

〇
）

　
　

ま
た

、
今

後
重

視
し

た
い

も
の

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

該
当

す
る

項
目

（
一

番
右

側
の

欄
）
に

〇
を

つ
け

て
下

さ
い

。

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る

た
ま

に
取

り
組

ん
で

い
る

今
後

取
り

組
む

つ
も

り

取
り

組
む

つ
も

り
は

な
い

今
後

重
視

し
た

い
も

の

①
ま

ち
の

美
化

活
動

（
ご

み
拾

い
）
に

積
極

的
に

参
加

・
協

力
す

る
4

3
2

1

②
庭

や
ベ

ラ
ン

ダ
で

の
緑

を
育

成
す

る
4

3
2

1

③
電

化
製

品
等

は
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
節

水
型

の
も

の
を

選
ぶ

4
3

2
1

④
使

っ
て

い
な

い
部

屋
の

照
明

や
見

て
い

な
い

時
の

テ
レ

ビ
を

こ
ま

め
に

消
す

な
ど

、
無

駄
な

電
気

の
使

用
量

を
減

ら
す

4
3

2
1

⑤
冬

は
厚

着
を

し
て

暖
房

の
使

用
を

控
え

、
暖

房
用

燃
料

の
使

用
量

を
減

ら
す

4
3

2
1

⑥
冷

房
機

は
適

温
（
２

８
度

設
定

）
で

使
用

す
る

4
3

2
1

⑦
急

発
進

、
急

ブ
レ

ー
キ

を
避

け
た

り
、

無
駄

な
ア

イ
ド

リ
ン

グ
を

し
な

い
な

ど
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
を

実
践

す
る

4
3

2
1

⑧
不

要
な

マ
イ

カ
ー

の
使

用
を

控
え

、
徒

歩
や

自
転

車
に

よ
る

移
動

を
選

択
す

る
4

3
2

1

⑨
環

境
に

優
し

い
商

品
（
エ

コ
マ

ー
ク

商
品

や
グ

リ
ー

ン
マ

ー
ク

商
品

な
ど

環
境

ラ
ベ

ル
の

つ
い

た
商

品
）
を

買
う

4
3

2
1

⑩
シ

ャ
ワ

ー
、

洗
顔

、
歯

磨
き

を
す

る
と

き
な

ど
は

、
お

湯
や

水
を

流
し

っ
ぱ

な
し

に
し

な
い

4
3

2
1

⑪
車

を
購

入
す

る
と

き
は

、
低

公
害

型
の

も
の

を
選

ぶ
4

3
2

1

⑫
住

宅
の

建
て

替
え

に
あ

わ
せ

て
高

断
熱

化
や

省
エ

ネ
化

の
住

宅
を

選
択

す
る

4
3

2
1

⑬
ゴ

ミ
の

分
別

を
徹

底
す

る
4

3
2

1

⑭
食

材
を

必
要

な
分

だ
け

購
入

し
、

食
べ

れ
る

分
だ

け
料

理
す

る
な

ど
食

品
ロ

ス
削

減
に

取
り

組
む

4
3

2
1

⑮
食

品
な

ど
を

購
入

す
る

際
に

は
、

地
域

で
取

れ
る

も
の

を
優

先
し

、
地

産
地

消
に

努
め

る
4

3
2

1

⑯
町

内
会

等
で

実
施

し
て

い
る

集
団

資
源

回
収

や
民

間
の

資
源

回
収

拠
点

を
利

用
す

る
な

ど
、

資
源

ご
み

の
回

収
に

協
力

す
る

4
3

2
1

⑰
使

え
る

も
の

は
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ョ

ッ
プ

や
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

再
活

用
す

る
4

3
2

1

⑱
買

い
物

で
は

マ
イ

バ
ッ

ク
（
エ

コ
バ

ッ
ク

）
を

持
参

し
、

過
剰

包
装

や
レ

ジ
袋

を
断

る
な

ど
、

ゴ
ミ

を
減

ら
す

4
3

2
1

⑲
環

境
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

、
環

境
に

関
す

る
報

道
・
出

版
物

な
ど

を
活

用
し

、
環

境
問

題
へ

の
理

解
を

深
め

る
4

3
2

1

⑳
そ

の
他

（
内

容
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

4
3

2
1

（
２

）
環

境
配

慮
行

動
を

今
後

も
実

践
し

て
い

く
に

は
、

ど
の

よ
う

な
支

援
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

か
。

（
２

つ
ま

で
○

）

①
白

老
町

の
環

境
に

関
す

る
情

報
提

供

②
環

境
配

慮
行

動
の

取
組

事
例

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
関

連
法

令
等

の
情

報
提

供

③
環

境
イ

ベ
ン

ト
な

ど
環

境
活

動
を

P
R

す
る

場
の

提
供

④
町

民
・
事

業
者

・
行

政
等

と
の

情
報

交
換

や
連

携
で

き
る

場
の

提
供

⑤
町

民
意

識
を

高
め

る
た

め
の

環
境

教
育

・
環

境
学

習
の

内
容

の
充

実

⑥
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

取
組

状
況

問
４

　
環

境
配

慮
行

動
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。



　
こ

れ
で

全
て

の
質

問
は

終
わ

り
で

す
。

　
ご

記
入

後
の

調
査

票
は

、
９

月
２

５
日

（
金

曜
日

）
ま

で
に

同
封

の
返

信
用

封
筒

に
入

れ
て

ポ
ス

ト
に

投
函

し
て

　
く
だ

さ
い

（切
手

は
不

要
で

す
）。

問
５

　
白

老
町

の
環

境
に

つ
い

て
日

頃
感

じ
て

い
る

こ
と

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

ご
自

由
に

お
書

き
く
だ

さ
い

。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

ご
協

力
い

た
だ

き
、

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。


